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白鷹町の広報紙創刊号「町報白鷹　第１号」
広報しらたかは1000号になりました。　
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〝
町
報
〞
が
伝
え
た
、
情
熱
、
感
動
、
ふ
れ
あ
い

　

「
広
報
し
ら
た
か
」
は
、
白
鷹
町
誕
生
（
町
制
施

行
）
と
と
も
に
、
昭
和
29
年
10
月
23
日
に
「
町
報
白

鷹
」
と
し
て
創
刊
し
ま
し
た
。

　

以
来
54
年
。
当
町
も
大
き
な
成
長
・
発
展
を
遂
げ

る
な
か
、
本
号
で
１
０
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

広
報
紙
は
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
の
か
け
橋
で
あ
り
、

白
鷹
町
の
歩
み
を
記
録
す
る
貴
重
な
資
料
で
も
あ
り

ま
す
。
紙
面
を
た
ど
れ
ば
、
多
く
の
か
た
が
た
か
ら

の
情
報
提
供
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
写
真
、
心
あ
た
た

ま
る
記
事
の
投
稿
、
貴
重
な
ご
意
見
な
ど
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん
で
き
て

い
ま
す
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
１
０
０
０
号
で
は
、
そ
の
足
跡

を
１
０
０
号
ご
と
に
振
り
返
り
ま
す
。

第100号（昭和39年3月15日発行）
●諏訪堰　見事に生まれ変わる【表紙】
　10㎞に及ぶ当時の諏訪堰幹線水路は、全線にわたり狭く、
勾
こう

配も不整備のため、流速も緩やかで、漏水、浸透がひど
く、毎年水不足による干ばつの被害が出ていたということ。
そのため、ブロックの組み立てと、コンクリートに改修す
る工事が始められた様子を伝えています。写真は改修され
た諏訪堰の一部です。その後行われた東根地区の水田区画
整理と併せて、農業の近代化が大きく進んだことがうかが
われます。
●東京で「出稼ぎ青年の村」を開設
　出稼ぎのため、冬期間、町では青年がほとんどいなくな
り、組織活動もできない状況だった時代。地元と出稼ぎ者
の交流により心を通わせ、出稼ぎ者にも健全に働いてもら
いたいと、町が主体となり東京都で「出稼ぎ青年の村」を
開設した様子です。町などの関係者と出稼ぎ者23人が、抱
えている課題を出し合いお互いに理解していこうとさまざ
まな議論がなされました。
　現在では、職種や産業構造も変わり出稼ぎ者は数人にな
りました。出稼ぎの時代があったからこそ、わたしたちの
現在の安らぎある暮らしがあることを忘れてはいけません。
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第200号（昭和49年10月15日発行）
●20周年記念「歴史を振り返る」シリーズ【表紙】
　大正初期の乗合馬車の様子が写っています。
●追跡　青年群像
　ぶどう農地の造成が盛んに行われ、現在でいう地域ブランド「深山のぶ
どう」の確立を目指していたこのころ。その深山地区にスポットを当て、
地域に生きる若者たちと先輩がたの座談会の様子を紹介しています。
　ここ１年数カ月で14組が結婚したということ。嫁いできた奥様たちは
「深山はのんびりして、暮らしやすいけど、なんと言っても稼がんなねと
ころだ」と言っています。それに対して、区長らは「どんどん改善して行
かねばならない」と返す。青年たちは「リーダーがとても理解がある。だ
から深山は伸びてきている」と敬意を表しています。そんな団結力の高ま
りが、道路や農地の基盤整備が進んでいる背景だと書いていました。
　現在深山地区では、イベントを開いたり、「いきいき深山郷づくり推進協
議会」などを組織したりと、今の青年たちもかつての若者も一緒になって、
地域を盛り上げていこうという気運が高まっています。それは一

ひと

筋
すじ

縄
なわ

では
なく、連綿と受け継がれてきた地域の思いがあるからだと再認識できます。

第300号（昭和54年3月22日発行）おしらせ版

●わたしたちの足、長井線！
　国鉄全線の約22.5％を民営に移管し、民営の鉄道かバス輸送にすると
いう国鉄ローカル線の合理化案が出され、長井線も対象の一つに数えら
れているという記事を掲載。その合理化案を白紙に戻すために、町民の
ご理解とご協力をお願いしています。
　この時期には利用者も多く、今よ
りも増して「町民の足」という意識
の強かった時代でした。このあと、
さまざまな運動や議論が展開され
ました。その後、ＪＲの設立ととも
に長井線はフラワー長井線として生
まれ変わりましたが、地域を走る鉄
道としていつの時代も愛されてきた
「マイレール」長井線を、これから
も大切にしていきましょう。

第400号（昭和58年7月22日発行）おしらせ版

●ゲートボールで若さと健康を保つお年寄り【表紙】
　町内各地でゲートボールを楽しむお年寄りの様子が紹介されています。
●町の人口（7月1日現在）は18,987人
　この時期は、人口約19,000人前後を推移していたころです。

■
お
し
ら
せ
版
開
始
は
、
昭
和
50

年
９
月
25
日
発
行
分
（
第
２
１
２

号
）
か
ら
。

　

発
行
理
由
と
し
て
は
「
行
政
分

野
の
増
大
に
よ
る
記
事
量
の
増
加
、

有
線
放
送
の
廃
止
、
文
書
経
費
な

ら
び
に
町
内
長
等
の
配
布
回
数
の

増
加
に
対
処
す
る
た
め
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

■
「
戸
籍
の
窓
」
は
、
昭
和
49
年

度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
（
４
月
15

日
発
行
・
第
１
９
４
号
）。

　

当
初
は
「
窓
」
と
い
う
コ
ー
ナ

ー
名
で
、
当
面
の
町
の
行
事
な
ど

を
お
知
ら
せ
す
る
「
町
政
カ
レ
ン

ダ
ー
」
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

■
「
町
報
」
か
ら
「
広
報
」
へ

　

現
在
の
「
広
報
し
ら
た
か
」
と

い
う
名
称
に
な
っ
た
の
は
平
成
２

年
度
か
ら
。
同
時
に
、
Ｂ
５
判
か

ら
Ａ
４
判
へ
と
紙
面
も
大
き
く
な

り
ま
し
た
。

■
基
本
文
字
の
大
き
さ
の
変
遷

　

１　
　

号

広
報
�
�
�
�
�
�
�
�
号
白
鷹

　

２
０
０
号

広
報
�
�
�
�
�
�
�
�
号
白
鷹

　

５
０
０
号

広
報
�
�
�
�
�
�
�
�
号
白
鷹

　

７
０
０
号

広
報
し
ら
た
か
１
０
０
０
号
白
鷹

　

１
０
０
０
号

広
報
し
ら
た
か
１
０
０
０
号
白
鷹
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第500号（昭和62年11月12日発行）
●細野トンネル工事が本格化
　昭和50年から全面改修が進められてきた国
道348号。その要所であり、改修工事最大の
難所といわれるトンネル工事が、10月21日の
起工式から始まったことをお伝えしています。
工事の予算や期間、348号全体の工事の進捗
状況などを掲載。また、国道348号（滝野地
区）整備促進協力会長の小関徳松さんと十王
地区の奥山英俊さんがこの工事への思いを寄
せています。当時大沼を経由して山形市へ毎
日通勤した奥山さんは「若い人たちが帰って
くる道が完成する」と喜びを表しています。

第600号（平成4年1月11日発行）
●飛躍の年。
　新春号となった600号。この年のべにばな国
体に合わせ、全面開通を迎える国道348号。そ
の開通により、距離が近くなる白鷹町と山形市
の首長新春対談を掲載しました。
　道路という大動脈を軸に、山形市やその周辺
市町との将来にわたる広域ネットワークの役割、
産業振興、人的交流など、多様な分野の意見交
換がなされました。この時期は、大学や研究機
関、高速道路など、現在は当然のように活用さ
れている社会基盤が多く整備されました。白鷹
町においても、美しい環境、清流の最上川を守
ろうという動き、農業や食文化を大事にしよう
という構想もつくられ、現在の地域づくりに大
きな影響を与えていることがわかります。
　時代は変わりましたが、当時を振り返り、未
来に向けて検証することも大切なことではない
でしょうか。

第700号（平成8年3月12日発行）
●町営バス［荒砥・西高玉線］を運行します
　山形交通の路線バス「長井（鮎貝）荒
砥線」の廃止にともなって、代替交通機
関についての検討が行われ、導入が決ま
った町営バス。この年の４月からの運行
開始を前に、路線や運行時刻、バスのデ
ザインなどをお知らせしました。また同
時に愛称も募集され、のちに「さくらバ
ス」と命名されました。その後、２代目
に引き継がれ、計12年間余り地域の皆さ
んを乗せ運行しました。今年７月いっぱ
いでさくらバスは休業となりましたが、
今も色鮮やかにわたしたちの心の中に残
っています。代替導入されたデマンドタ
クシーは好評運行中です。皆さんご利用
ください。

◆関　和人さん（山口）
（500号「こんにちは赤
ちゃん」に登場）

昭和62年生まれの和

人さんは、今年成人

式を迎えました。兄

と妹の３人兄弟。荒砥高校を卒業し、町内

に就職しています。成人式・成人祭では、

事務局次長を務め、夜遅くまでの企画会議

や当日の運営など、仲間と一緒にがんばっ

たということです。「大変だったけど、充実

していた」と振り返っていました。

☆和人さんからのメッセージ
「僕が生まれた町、住みなれた町。これからもここに住みたいと

思っています。若い人からお年寄りまで、元気に過ごせることが

一番。もっと魅力的な場所になってほしいです。」

◆奥山　和司さん
　　　　典子さん（山形市在住）

（600号「結婚おめでとう」に登場）

現在は山形市にお住まいのご夫妻。お子

さんは高校１年生から３歳まで４男３女

の７人。まさに大家族で、毎日にぎやか。

子育てに追われ、典子さんは食事と洗濯

に奮闘しているとのこと。和司さんは、

霞城学園高校で教鞭を執る傍ら、実家のある下山地区では地元の

人びとと一緒に「ふる里体験塾」を行い、里山や農地を活用した

体験プログラムを提供するなど、地域づくりにも活躍しています。

☆和司さんからのメッセージ
「二人が生まれ育った場所であり、自然や郷土文化に愛着があり

ます。小さい頃お世話になった人たちが高齢となり、貴重な知恵

や技能を後世に受け継いでいかなければならないと思います。」

ここでは「戸籍の窓」に登場した、当時の新婚さん、赤ちゃん
にインタビューし、現在の様子などをお伝えします。

◆佐藤佳
か な こ

楠子さん（高玉）
（700号「こんにちは赤ち
ゃん」に登場）

15年ぶりに町豪雪対策本

部が設置された平成８年

２月、佳楠子さんは産声

を上げました。お母さん

によると、小さいころは

内気な反面、走り回ったり、高い所に登ったりとや

んちゃな面もあったということ。保育園から始めた

バレエによって、外の環境になじみ、なんでもがんばる子になったよ

うです。今はもう中学１年生。吹奏楽部でフルートを担当し、毎日練

習に励んでいます。将来の夢はお母さんと同じ美容師になることです。

☆佳楠子さんからのメッセージ
「小学生のときは学校で環境美化に取り組みました。みんなが住みよ

くきれいな町だと思えるように、町の通りや公園に木や花を増やして

ほしいです。」

小学３年生のとき。今もよ
く親子３人で出かけます。
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第800号（平成12年5月15日発行）
●21世紀シンボル事業
「残しておきたい美しい白鷹21景」募集
　新たな世紀に向けて、美しい風景や景
観を次代に伝えようと、公募を行いまし
た。町民の皆さんや県内外のかたがたか
ら、最上川や朝日連峰を臨む景観、田園
風景や雪景色など、四季を通した作品が
数多く寄せられました。
　平成13年10月、結果として、ビューポ
イント12カ所、家並み・街並み７カ所が
選ばれました。21景とはしながらも、そ
の数に合わせることなく選定。これから
のさまざま地域づくり活動から、すばら
しい景観が数多く創造されることに期待
し、将来に夢を託すこととしました。
　あれから７年、皆さんのまわりには生
まれましたか、美しい白鷹。

第900号（平成16年7月12日発行）
●協働のまちづくり推進座談会
　この年の４月に制定された「白鷹町協
働のまちづくり条例」の趣旨などを町民
の皆さんにお知らせするため、町内各地
区で推進座談会を開催しました。今では
よく耳にする「協働」という言葉も、ま
だまだ浸透していませんでした。
　その後、「地域を元気にしたい」「住みよ
い地域をつくりたい」という動きが、た
くさんの地区や団体を主体に始まりまし
た。町が自主的なまちづくり活動に助成
する「協働のまちづくり推進事業」を活
用し、歴史文化の保存や交流拡大、地域
づくり計画の策定など、積極的に行われ
ています。
　　

よ
り
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
へ

　

こ
う
し
て
１
０
０
０
号
を
振
り

返
れ
ば
、
断
片
的
で
す
が
、
そ
の

時
々
の
町
の
出
来
事
、
社
会
の
動

き
、
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
姿

が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
広

報
紙
は
、
１
号
１
号
、
町
の
歴
史

を
紡
い
で
き
た
数
々
の
情
熱
、
感

動
、
ふ
れ
あ
い
を
お
伝
え
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
５

組
の
皆
さ
ん
も
「
町
に
生
ま
れ
学

校
に
入
り
…
」「
結
婚
し
子
ど
も
が

生
ま
れ
…
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
生
を
お
持
ち
で
し
た
。
一
人
ひ

と
り
の
歴
史
が
、
町
の
歴
史
と
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

　

広
報
紙
の
役
割
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
町
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
と
な

っ
て
、
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
広
報
紙
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

魅
力
が
あ
り
、
読
ん
で
い
た
だ
け

る
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

よ
り
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
広
報
紙
を
目
指
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
広
報
紙
は
町
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
政
策
課
情

報
企
画
係
（
☎
85

－

６
１
２
１
）

◆岡田　猛生さん
　　　　裕美さん（浅立）

（800号「結婚おめでとう」に登場）

現在、猛生さんは山形市、裕美さん

は長井市にお勤めです。

お子さんは、小学２年生の女の子、

保育園年中組の男の子。２人とも元

気いっぱいで、毎日明るく、にぎや

かな家庭だということです。

☆猛生さんからのメッセージ
「田舎はどこも若い人が減り、子どももいない状態では定住に

つながらない。住んで良い所と感じること。それにはまず、わ

たしたち自身が、今ある景観や人のつながり、食べ物などを守

りながら、住みよい町を目指していくことが大事ですね。」

◆竹田　澪
みお

ちゃん（中山）
（900号「こんにちは赤ちゃん」登場）

おじいちゃん、おばあちゃんの思いも込

められた名前。みんなに愛されて生まれ

た澪ちゃんです。「赤ちゃんのころから元

気で、ハイハイも立つのも早かった」とお母さん。今はよつば保

育園のきく組さんで、友だちとのままごとが大好き。もう字も覚

え、絵本を一人で読んだりしているそうです。家ではお兄ちゃん

と妹と毎日元気に遊んでいます。負けず嫌いの笑顔のすてきな女

の子です。

☆澪ちゃんからのメッセージ
「いつもトマトやきゅうりをもぐお手伝いをしています。歌を歌

うのが大好きです。大人になったらプリキュアになりたい。」

�

仲
良
�
�
兄
弟
�
右

端
�
澪
�
�
�
�
�
�
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白鷹町子ども議会が
開催されました

要
で
す
が
、
大
人
と
子
ど
も
が
一
緒

に
な
っ
て
取
り
組
む
た
め
に
も
、
各

校
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

◆
澤
浦
将
光
く
ん

　

昔
に
戻
る
よ
う
な
無
理
に
不
便
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
地
球
を
守
る
こ

と
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
が
。

○
回
答
：
わ
た
し
た
ち
の
便
利
な
生

活
の
裏
に
あ
る
マ
イ
ナ
ス
部
分
を
良

く
理
解
し
て
、
も
う
少
し
環
境
に
気

を
配
っ
て
生
活
を
す
れ
ば
、
地
球
環

境
を
少
し
で
も
守
れ
る
と
思
い
ま
す
。

【
賛
成
討
論
】

　

佐
藤
瑶
く
ん
、
伊
藤
朱
加
さ
ん
、

　

齋
藤
美
咲
さ
ん

　

発
議
へ
の
賛
成
の
立
場
で
意
見
を

述
べ
る
賛
成
討
論
で
は
、
家
で
何
気

な
く
つ
け
て
い
る
電
気
や
ク
ー
ラ
ー

消
す
な
ど
、
す
ぐ
に
で
も
で
き
る
こ

と
を
心
が
け
た
い
と
い
う
意
見
や
、

勉
強
会
を
計
画
し
、
学
べ
る
場
を
つ

く
る
こ
と
な
ど
の
提
案
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
白
鷹
町
を
良
く
し
て
い
く
た

め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
考
え
、

取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
自
分
た

ち
が
今
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
決
意
も
出
さ
れ
、
全
員

の
賛
成
に
よ
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

環境改善のため子どもたちみんなで
取り組むことを求める決議（要約）

　現在、地球温暖化防止のために、私たちが日頃、取

り組める行動として、三つの提案をします。

　第一の提案は、省エネのためのマイマイ運動です。

これは、スーパーなどで「ＭＹ袋」を持参して買い物

をすることや「ＭＹ箸」の使用、「ＭＹ水筒」を持って、

ペットボトルの利用量を減らそうとする運動です。

　第二の提案は、ごみの分別を正しくできるよう学習

に努めながら、できるだけ資源として有効活用できる

ようにリサイクル運動に協力します。

　第三の提案は、節電に心がける省エネ５箇条です。

第１条　使わない部屋の明かりや見ていないテレビは

　消そう。

第２条　水道やシャワーの出しっ放しをしないように

　しよう。

第３条　冷房の設定温度は１度高く、暖房の設定温度

　は１度低く、あとは衣類で調整しよう。

第４条　テレビやゲーム機の時間を短くしよう。

第５条　冷蔵庫の無駄な開閉をひかえよう。

　以上３つの提案を白鷹町の子どもみんなで取り組む

ことを求め、さらに環境問題について学習を行いなが

ら努力することを誓いここに決議します。

◆
塩
野
翔
太
く
ん

　

「
マ
イ
水
筒
運
動
」
を
進
め
る
に

は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
必
要
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

○
回
答
：
こ
の
運
動
は
、
基
本
的
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
飲
料
を
買
わ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
抽
出
茶
や
粉

末
ド
リ
ン
ク
を
自
分
の
水
筒
に
入
れ

て
清
涼
飲
料
水
と
す
る
こ
と
で
す
。

◆
海
老
名
涼
く
ん

　

運
動
を
進
め
る
た
め
に
、
町
ぐ
る

み
で
実
行
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
。

○
回
答
：
町
ぐ
る
み
で
の
実
行
は
必

◆
提
出
者
・
質
疑
へ
の
回
答

　

菅
原
歩
美
さ
ん

【
質　

疑
】

◆
船
山
千
帆
さ
ん

　

地
球
温
暖
化
を
悪
化
さ
せ
て
い
る

の
は
日
本
の
よ
う
な
豊
か
な
国
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、
ほ
か
の
国
も
豊
か

さ
を
求
め
た
く
さ
ん
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
う
こ
と
を
ど
う
思
い
ま
す
か
。

○
回
答
：
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
頼
ら

な
い
で
、
で
き
る
だ
け
太
陽
光
や
風

力
な
ど
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な

い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
発
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

平成20年８月６日／白鷹町役場議場

環境問題に子どもたち自ら取り組もう！

議　長
橋本大典くん
（荒砥高３年）

菅原歩美さん
（荒砥高３年）

澤浦将光くん
（東中３年）

齋藤美咲さん
（荒砥高３年）

橋本光記町長

　

８
月
６
日
、
役
場
議
場
に
お
い

て
、
平
成
20
年
度
白
鷹
町
子
ど
も

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内

の
各
小
中
学
校
、
荒
砥
高
校
か
ら

の
児
童
生
徒
の
代
表
14
人
が
「
議

員
」
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
は
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
町
へ
の
関
心
を
高
め
、

そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に

参
画
し
て
い
く
機
会
に
し
よ
う
と
、

町
議
会
の
協
力
の
も
と
、
町
青
少

年
育
成
町
民
会
議
及
び
町
教
育
委

員
会
が
主
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
で
は
、
環
境
問
題

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
地

球
規
模
の
問
題
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

だ
れ
も
が
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
改

善
に
向
け
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
事
前
に

各
学
校
で
も
話
し
合
い
が
持
た
れ
、

自
分
た
ち
で
で
き
る
環
境
対
策
な

ど
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
議
論
の

結
果
、
今
議
会
の
「
決
議
」
と
し

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
当
局
に
意
見
や
質
問

を
行
う
一
般
質
問
も
行
わ
れ
、
鋭

い
質
問
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち

の
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し

て
い
こ
う
と
い
う
目
的
も
あ
る
子

ど
も
議
会
。
ま
た
新
た
な
扉
が
開

か
れ
ま
し
た
。

決
議
可
決
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す
。

③
民
生
費
で
、
福
祉
な
ど
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
費
用
は
間
に
合

っ
て
い
ま
す
か
。

○
町
長
／
社
会
福
祉
事
業
の
財
源
も

税
金
で
す
か
ら
、
国
県
町
の
負
担
割

合
や
サ
ー
ビ
ス
に
応
じ
た
利
用
者
負

担
な
ど
も
求
め
な
が
ら
持
続
可
能
な

制
度
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

予
算
に
つ
い
て
は
、
足
り
な
く
な
る

場
合
は
、
補
正
予
算
を
組
み
対
応
し

て
い
ま
す
。

５　

茂
木
信
宏
く
ん

　

子
ど
も
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
学

校
の
様
子
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
時
期
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
白
鷹
町
の
小
中
学
校
で
も
統
廃

合
の
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

○
町
長
／
町
で
は
、
急
激
な
少
子
化

の
状
況
を
ふ
ま
え
、
小
中
学
校
の
適

正
配
置
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
町

に
お
け
る
学
校
数
を
「
小
学
校
２
校
、

中
学
校
１
校
」
と
し
ま
し
た
。
今
後
、

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
な
ど
を
お
聞
き
し
な
が

ら
、
平
成
28
年
度
を
め
ど
に
統
合
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
事
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
質
問
さ
れ
た
よ
う

に
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
は
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
現

在
整
備
し
て
い
る
施
設
を
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
、

体
力
づ
く
り
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

４　

五
十
嵐
兼
一
く
ん

①
高
齢
者
の
各
福
祉
施
設
で
の
受
け

入
れ
態
勢
は
整
っ
て
い
ま
す
か
。

○
町
長
／
施
設
と
し
て
は
お
お
む
ね

整
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
町
と
し
て

は
、
介
護
予
防
に
力
を
入
れ
る
な
ど

健
康
で
長
生
き
を
目
指
し
た
事
業
を

行
い
、
長
寿
社
会
を
楽
し
く
過
ご
す

た
め
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

②
老
人
保
健
が
、
前
年
度
と
比
較
し

て
約
15
億
円
減
ら
さ
れ
て
い
る
の
は

な
ぜ
で
す
か
。

○
町
長
／
平
成
20
年
度
に
制
度
の
大

改
革
が
あ
り
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
と
い
う
新
し
い
医
療
制
度
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

前
年
度
と
比
較
し
て
14
億
６
５
０
０

万
円
ほ
ど
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
老
人
医
療
が
手
薄
に
な
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
従
来
ど
お
り
の

医
療
費
の
窓
口
１
割
負
担
や
保
険
料

の
軽
減
措
置
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
「
春
サ
ク
ラ　

夏

は
ベ
ニ
バ
ナ　

秋
は
ア
ユ　

冬
は
隠

れ
蕎
麦
屋
の
し
ら
た
か
へ
」
と
い
う

言
葉
で
観
光
ピ
ー
ア
ー
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。
町
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
に

喜
ん
で
い
た
だ
く
に
は
、
住
ん
で
い

る
わ
た
し
た
ち
が
「
い
い
町
だ
」
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

�
齋
藤
�
�
�
�
�
第
�
次
質
問
�

�
�
�
観
光
客
�
喜
�
�
�
企
画
�

�
�
�
�
�
開
�
�
�
�
�
鮎
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
鮎
�
関
�

�
�
�
�
�
食
品
�
鮎
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
提
案
�
�
�
�
�
�

３　

橋
本
陽
貴
く
ん

　

大
型
の
屋
内
型
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

つ
く
る
こ
と
に
つ
い
て
、
検
討
さ
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
要
望
が
多

い
場
合
、
予
算
面
で
は
可
能
で
す
か
。

理
想
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

○
町
長
／
町
の
第
４
次
総
合
計
画
に

お
い
て
、
町
民
体
育
館
の
整
備
に
つ

い
て
検
討
す
る
旨
を
記
載
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
多
額
の
予
算
が
必
要
な

こ
と
も
事
実
で
す
の
で
、
現
在
の
予

算
規
模
で
は
総
合
体
育
館
の
建
設
は

１　

佐
々
木
大
樹
く
ん

　

町
の
教
育
目
標
を
掲
げ
た
理
由
は

な
ん
で
す
か
。
教
育
目
標
は
変
わ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
す
か
。

○
町
長
／
白
鷹
町
は
、
人
間
性
豊
か

な
町
民
の
育
成
を
目
指
し
、
恵
ま
れ

た
自
然
の
中
で
歴
史
と
伝
統
を
重
ん

じ
、
自
ら
の
向
上
と
生
き
が
い
の
あ

る
生
涯
学
習
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

○
教
育
長
／
教
育
目
標
は
、
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
知
恵

を
出
し
合
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

２　

齋
藤
航
平
く
ん

　

ヤ
ナ
公
園
は
ど
ん
な
目
的
で
つ
く

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
年
間
の
観
光

客
や
白
鷹
町
へ
与
え
て
い
る
影
響
、

そ
の
ほ
か
の
観
光
の
目
玉
を
併
せ
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

○
町
長
／
中
心
と
な
る
観
光
施
設
が

な
か
っ
た
時
代
に
、
た
く
さ
ん
の
人

び
と
に
町
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
最
上
川
に
親

し
ん
で
も
ら
う
た
め
鮎
ま
つ
り
を
開

催
。
町
民
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
、
そ

の
後
昭
和
58
年
に
ヤ
ナ
を
建
設
し
ま

し
た
。
現
在
ヤ
ナ
公
園
に
は
、
一
年

間
に
16
万
人
の
観
光
客
の
か
た
に
お

い
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
に
、
誇
り
と
元
気
を
も
た
ら

一　般　質　問（概要）

少年少女たちが考える、町のいま、未来、夢。

伊藤朱加さん
（荒砥高３年）

塩野翔太くん
（荒砥小６年）

齋藤航平くん
（鮎貝小６年）

佐々木大樹くん
（西中３年）

佐藤　瑶くん
（西中３年）

五十嵐兼一くん
（荒砥高２年）

船山千帆さん
（蚕桑小６年）

海老名涼くん
（鷹山小６年）

茂木信宏くん
（東中３年）

橋本陽貴くん
（東根小６年）
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選
挙
に
つ
い
て

■
告
示
日　

10
月
14
日（
火
）

■
投
票
日　

10
月
19
日（
日
）

○
投
票
時
間
：
午
前
７
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
（
黒
鴨
・
針
生
投
票

区
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時

ま
で
）

◆
投
票
で
き
る
か
た
は

　

平
成
20
年
７
月
13
日
以
前
か
ら

引
き
続
き
白
鷹
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、

昭
和
63
年
10
月
20
日
以
前
に
生
ま

れ
た
か
た
（
満
20
歳
以
上
）
が
投

票
で
き
ま
す
。

◆
投
票
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

◇
投
票
用
紙
の
書
き
方

　

町
長
選
挙
と
町
議
会
議
員
補
欠

選
挙
を
、
そ
れ
ぞ
れ
投
票
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
町
長
選
挙
の
投
票
を
行

い
ま
す
。
投
票
用
紙
（
白
色
の
用

紙
）
に
候
補
者
１
人
の
氏
名
を
書

き
、
投
票
箱
に
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

　

次
に
、
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

の
投
票
を
行
い
ま
す
。
投
票
用
紙

（
黄
色
の
用
紙
）
に
候
補
者
１
人

の
氏
名
を
書
き
、
投
票
箱
に
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
入
場
券
に
つ
い
て

　

入
場
券
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
（
入
場
券
は
10
月
14
日

に
発
送
す
る
予
定
で
す
）。

　

も
し
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合

で
も
投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

の
で
、
そ
の
場
合
は
投
票
所
の
受

付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
券
は
10
月
１
日
現

在
の
居
住
地
で
発
行
し
ま
す
の
で
、

10
月
２
日
以
降
に
転
居
さ
れ
た
か

た
は
、
前
居
住
地
の
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
代
理
投
票
に
つ
い
て

　

身
体
の
都
合
な
ど
で
字
が
書
け

な
い
場
合
で
も
、
代
理
投
票
が
で

き
ま
す
の
で
棄
権
し
な
い
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
投
票
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
投
票
管
理
者

に
申
し
出
て
い
た
だ
く
と
、
補
助

者
２
人
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
１
人

が
代
理
投
票
を
希
望
さ
れ
る
か
た

の
指
示
に
従
っ
て
投
票
用
紙
に
記

入
し
、
も
う
１
人
が
、
指
示
通
り

に
記
入
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま

す
。

告示日　10/14（火）　　投票日　10/19（日）

白  鷹  町  長  選  挙
  白鷹町議会議員補欠選挙が

行われます

住みよいまち“しらたか”をめざして

◆
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す

◇
期
日
前
投
票
と
は

　

選
挙
は
投
票
日
に
投
票
所
に
お

い
て
投
票
す
る
こ
と
を
原
則
と
し

て
い
ま
す
が
、
期
日
前
投
票
は
投

票
日
前
で
あ
っ
て
も
、
投
票
日
と

同
じ
よ
う
に
投
票
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
（
投
票
用
紙
を
直
接
投
票

箱
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
）
制

度
の
こ
と
で
す
。

　

従
来
の
不
在
者
投
票
の
う
ち
、

白
鷹
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
行

う
不
在
者
投
票
（
中
央
公
民
館
１

階
文
化
実
習
室
で
行
う
投
票
）
が

期
日
前
投
票
と
な
り
ま
す
。

◇
期
日
前
投
票
が
で
き
る
か
た

　

投
票
日
当
日
、
次
の
よ
う
な
理

由
で
不
在
に
な
る
か
た
は
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

①
職
務
や
業
務
に
従
事
さ
れ
る
か

　

た
や
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
、
や
む

　

を
得
な
い
用
務
に
従
事
し
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
か
た

②
疾
病
、
出
産
な
ど
で
、
投
票
日

　

当
日
に
投
票
で
き
な
い
こ
と
が

　

予
想
さ
れ
る
か
た

③
自
分
の
属
す
る
投
票
区
の
区
域

　

外
に
お
い
て
旅
行
中
ま
た
は
滞

　

在
中
の
か
た

　今回の選挙は、任期満了による町長選挙と１人の欠員が生じたことに
よる町議会議員補欠選挙が行われます。いずれの選挙も今後の白鷹町を
方向づける重要な選挙です。忘れずに投票しましょう。
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員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
投
票
日
に
は
選
挙

権
を
有
す
る
が
、
投
票
日
前
に
お

い
て
投
票
を
行
お
う
と
す
る
日
に

は
、
い
ま
だ
選
挙
権
を
有
し
な
い

か
た
（
例
え
ば
、
投
票
日
に
は
20

歳
を
迎
え
る
が
、
投
票
日
前
に
お

い
て
は
い
ま
だ
19
歳
で
あ
り
選
挙

権
を
有
し
な
い
か
た
な
ど
）
に
つ

い
て
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
例
外
的
に

本
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い

て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
郵
便
等
に
よ
る

　

不
在
者
投
票
制
度
に
つ
い
て

◇
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度

　

次
の
よ
う
な
か
た
は
、
投
票
所

へ
行
か
な
く
て
も
自
宅
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
い
ず
れ
も

自
書
す
る
こ
と
が
可
能
な
か
た
）。

(1)
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

か
た
で
、
①
両
下
肢
、
体
幹
、
移

動
機
能
の
障
害
の
程
度
が
１
級
ま

た
は
２
級
の
か
た
、
②
内
臓
機
能

の
障
害
の
程
度
が
１
級
ま
た
は
３

級
の
か
た
、
③
免
疫
の
障
害
の
程

度
が
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
か
た

(2)
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か

た
で
、
①
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の

障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第

２
項
症
ま
で
の
か
た
、
②
内
臓
機

能
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か

ら
第
３
項
症
ま
で
の
か
た

(3)
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で

要
介
護
５
の
か
た

　

な
お
、
自
宅
で
「
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
」
を
す
る
た
め
に

は
選
挙
管
理
委
員
会
が
発
行
す
る

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

か
た
は
お
早
め
に
申
請
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

　

代
理
記
載
制
度

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
か
た
の
う
ち
、

次
の
よ
う
な
か
た
は
、
代
理
記
載

の
方
法
に
よ
り
自
宅
で
投
票
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

(1)
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

か
た
で
、
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障

害
の
程
度
が
１
級
の
か
た

(2)
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か

た
で
、
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害

の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項

症
ま
で
の
か
た

　

代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
「
郵

便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
」
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
申
請
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

白
鷹
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

「
立
候
補
予
定
者
説
明
会
」を

開
催
し
ま
す

　

白
鷹
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
へ
の
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

立
候
補
の
届
出
に
必
要
な
書
類

を
お
渡
し
し
、
届
出
書
へ
の
記
載

方
法
、
出
納
責
任
者
の
事
務
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
出
席
さ

れ
る
か
た
は
、
本
人
ま
た
は
代
理

人
の
か
た
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

●
日
時　

９
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

白
鷹
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局（
☎
85

－

６
１

２
４
）

◇
期
日
前
投
票
の
場
所
と
日
時

○
場
所　

白
鷹
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

１
階
文
化
実
習
室

○
日
時　

告
示
日
の
翌
日
（
10
月

　

15
日
）
か
ら
、
投
票
日
の
前
日

　

（
10
月
18
日
）
ま
で
（
時
間
は

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

　

ま
で
）

※
告
示
日
の
翌
日
な
ど
で
入
場
券

が
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
期
日

前
投
票
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

の
で
、
そ
の
場
合
は
期
日
前
投
票

所
の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

◇
他
の
市
町
村
に

　

滞
在
さ
れ
て
い
る
か
た
は

　

業
務
に
従
事
す
る
た
め
他
の
市

町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、

滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

い
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
郵
便
で
投
票
用
紙
を

請
求
し
て
か
ら
投
票
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
た
め
、
郵
便
の
往

復
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
で
請

求
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
白
鷹
町
立
病
院
や
白
光

園
な
ど
の
施
設
に
入
院
ま
た
は
入

所
中
の
か
た
は
、
そ
の
場
所
（
施

設
内
）
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
職

明るい町をつくるため、

明るい選挙にご協力をお願いします。



み
な
さ
ん
の

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

走
り
出
し
ま
し
た
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９
月
１
日
か
ら
の
本
格
運
行
に

合
わ
せ
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

利
用
料
金
（
運
賃
）
を
支
払
う
際

に
、
満
点
に
な
っ
た
「
ゆ
ー
か
ー

ど
」
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
カ
ー
ド
は
、
町
内
の
小
売

店
64
店
舗
で
組
織
す
る
協
同
組
合

ゆ
ー
し
ー
る
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

で
す
。
小
売
店
で
買
い
物
す
る
ご

と
に
ポ
イ
ン
ト
が
発
行
さ
れ
、
満

点
と
な
る
と
、
５
０
０
円
分
の
買

い
物
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
は
、
１
回

の
利
用
料
金
分
と
し
て
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
取
り
組
み
で
、
満

点
ゆ
ー
か
ー
ど
の
利
用
機
会
を
増

や
し
、
よ
り
身
近
に
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
買
い
物
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
こ
う
と
い
う
企
画
で
す
。
皆
さ

ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【デマンドタクシー利用までの流れ】

（１）まずは「登録」する

　○「利用登録申込書」に氏名、住所、生年月日な
　　ど必要事項を記入し、役場の総務政策課へ提出
　　してください。
　○電話での登録もできます（☎85－6123）。

　☆一度登録すれば、その後の利用は以下の手順
　　だけで結構です。

（２）利用する前の日まで「予約」する
　○予約センター（☎85－0365）へ電話で予約。
　○予約の際、確認すること
　　「①氏名、②電話番号、③何時の便か、④どこ
　　　からどこまで、⑤帰りの便は必要か」など
　○予約の変更やキャンセル（取り消し）も予約セ
　　ンターで受け付けます。
　○予約時間は平日朝８時から夕方４時までです。
　＊例えば、月曜日の予約は前の週の金曜日夕方４
　　時までとなります。

（３）実際に「利用」する

　○予約した月日・時間に、予約した場所にデマン
　　ドタクシーが迎えに行きます。
　※乗り合いでの運行のため、時間は多少前後する
　　場合があります。余裕を持ってご利用ください。
　○乗車し、目的地に出発。
　○目的地に着いたら、500円を支払い降車します。
　○帰りも利用する場合は、予約した場所で同じよ
　　うにご利用ください。

【運行コース：川西地区から川東地区の主な施設】

※川西地区内ならどこでも乗り降りできます。
※川東地区のかたも、①～⑤間の移動や、①～⑤か
　ら川西地区に行くことができます。

【時刻表】

町立病院 ①

白鷹町役場 ②

③
パワーセンター

④ パレス松風

⑤ 荒 砥 駅

川西地区
（蚕桑・鮎貝地区）

希望する場所

川東地区
停留所

午前 午後

午前 8 時便 午後 1 時便

午前 9 時便 午後 2 時便

午前 10 時便 午後 3 時便

午前 11 時便 計７便

９月１日から、

本格運行がはじまりました

■問い合わせ
　総務政策課政策企画係（☎85-6123）

今回は、だれでも、気軽にご利用いただ
くために、詳しく利用するまでの流れを
お知らせします。
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（
仮
称
）白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
は

「
�
�
�
�
」に
決
ま
り
ま
し
た

（
仮
称
）
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
愛
称

を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
応
募
・

投
票
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
投
票
の
結
果
、「
あ
ゆ
〜
む
」

を
愛
称
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
施
設
の
宣
伝
活
動
に
使
用
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

■
施
設
の
愛
称
と
説
明

「
あ
ゆ
〜
む
」

 

�
白
鷹
�
�
�
�
�
�
�
�

 

�
文
化
交
流
�
夢
�
乗
�
�

�
�

�
鮎
夢
�

 

�
�
�
�
�
�
交
流
拡
大
�

�

 

向
�
�
�
歩
�
�

　

以
上
の
よ
う
な
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
な

ど
の
表
記
、
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
の
う
え
、
決
定
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

図
書
カ
ー
ド
の
当
選
者
に
つ
き
ま

し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
愛
称
の
応
募
者
よ
り

　

菅
間　

舞
さ
ん
（
十
王
）

　

石
井
富
士
夫
さ
ん（
千
葉
県
市
川
市
）

　

緑
川
朝
子
さ
ん（
北
海
道
登
別
市
）

　

稲
玉
志
津
子
さ
ん（
長
野
県
千
曲
市
）

　

小
浦
信
秋
さ
ん（
大
阪
府
和
泉
市
）

　

小
出
弥
生
さ
ん（
長
野
県
飯
田
市
）

　

田
中
鉄
司
さ
ん（
大
阪
府
貝
塚
市
）

　

井
田
寿
一
さ
ん（
滋
賀
県
東
近
江
市
）

　

原
田
雄
平
さ
ん
（
十
王
）

　

鈴
木
健
太
さ
ん
（
長
井
市
）

以
上
10
人

■
愛
称
の
投
票
者
よ
り

　

大
滝
敏
広
さ
ん
（
浅
立
）

　

黒
沼
成
美
さ
ん
（
中
山
）

　

梅
津
香
穂
さ
ん
（
浅
立
）

　

矢
羽
木
明
美
さ
ん
（
鮎
貝
）

　

小
形
駿
一
さ
ん
（
浅
立
）

　

高
橋　

亮
さ
ん
（
浅
立
）

　

嶋
貫
優
姫
さ
ん（
長
井
市
・
町
内
通
学
）

　

鈴
木
美
和
さ
ん（
朝
日
町
・
町
内
勤
務
）

　

寒
河
江
大
作
さ
ん
（
山
口
）

　

佐
藤
利
樹
さ
ん
（
荒
砥
）以

上
10
人

■
「
あ
ゆ
〜
む
」
の
応
募
者

　

山
田
陸み

ち

ひ

ろ博
さ
ん（
米
沢
市
）

　

石
川
重じ

ゅ
う

二じ

さ
ん（
鮎
貝
）

※
要
綱
で
は
、
採
用
作
品
が
複
数
名

だ
っ
た
場
合
、
抽
選
で
一
人
に
決
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

お
二
人
と
も
名
付
け
親
と
な
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
ご
了
承
い
た
だ
き
ま

し
た
。
よ
っ
て
、
賞
金
は
お
二
人
で

仲
良
く
半
分
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　お問い合わせは
　まちづくり推進課
（☎85-6110）まで。

みんなに
愛される施設へ

一歩一歩。

山田　陸博さんより

このたび愛称として採用されたこ

とに感謝いたします。

自然豊かな山形、鮎で有名な白鷹、

最上川。どれも大切なもの、未来

へ残すべき宝です。子どもたちが

素直なやさしさを持った大人にな

れるように、大人自ら見本をつく

っていきたい。そんな想いで考え

ました。

文化交流センターを起点とし、山

形県、東北、日本へ発信して行く

場所になってほしいと思います。

いろんな人に白鷹を知っていただ

きたいと願うしだいです。

名付け親のお二人からのコメントをいただきました

石川　重二さんより

文化交流センターの愛称が「あゆ

～む」に決定とのこと。

このホールを活用し、町内外の多

くのかたと交流拡大に向かって、

鮎のように「すいすーい」とみん

なが参加できるコンサートや講演

会、寄席演芸など、いっぱいでき

るんだなと、うれしくなります。

このホールを活かすために、いろ

んな事業を企画され、一歩一歩た

しかな足どりで歩んで行ってほし

いです。

それに少しでもお手伝いをしたい

と思っております。

建物はもうすぐ完成。
急ピッチで建設中です！
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建
設
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

９
月
は
、下
水
道
普
及
月
間
で
す

◆
４
つ
の
事
業
と
は

①
公
共
下
水
道
事
業
（
市
街
部
と

　

そ
の
周
辺
に
隣
接
す
る
区
域
）

②
農
業
集
落
排
水
事
業
（
浅
立
地

　

区
・
西
高
玉
地
区
）

③
浄
化
槽
整
備
事
業
（
公
共
下
水

　

道
・
農
業
集
落
排
水
事
業
以
外

　

の
区
域
で
個
人
設
置
・
個
人
管

　

理
）

④
個
別
排
水
処
理
施
設
整
備
事
業

　

（
上
水
道
水
源
の
水
質
を
守
る

　

た
め
、
地
区
を
限
定
し
、
浄
化

　

槽
を
町
が
設
置
・
管
理
す
る
事

　

業
）

◆
下
水
道
の
役
割
と
は

○
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
ま
す

　

清
潔
で
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
に

よ
り
子
ど
も
や
お
年
寄
り
も
安
心

し
て
使
用
が
で
き
、
不
快
な
悪
臭

も
解
消
し
ま
す
。

○
川
や
海
の
水
が
き
れ
い
に
な
り

ま
す

　

家
庭
か
ら
出
る
生
活
雑
排
水
が

処
理
さ
れ
、
多
く
の
生
物
が
よ
み

が
え
り
ま
す
。

○
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
が
確

保
さ
れ
ま
す

　

ハ
エ
や
蚊
の
発
生
を
防
い
で
、

快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
ま
す
。

　

川
や
海
の
汚
れ
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
が
大
き
な

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
水
質
保
全
を
行
い
生
活

環
境
の
向
上
を
目
指
す
た
め
下
水
道
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

４
つ
の
事
業
で
全
町
に
下
水
道
の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。

平成 19 年度末白鷹町生活排水処理の状況

地区名 人口　Ａ

生　活　排　水　処　理 生活排水
処理普及率

B/A(%)
公共下水道処理
区域内人口　ａ

うち
加入人口

合併浄化槽
ｂ

農業集落排
水事業 ｃ

うち
加入人口

計
a+b+c= Ｂ

蚕　桑 3,403 1,120 608 491 505 450 2,116 62.2 

鮎　貝 3,364 2,604 2,127 334 2,938 87.3 

荒　砥 3,852 3,228 2,872 186 3,414 88.6 

十　王 1,300 1,152 1,020 38 1,190 91.5 

鷹　山 1,419 162 133 295 457 32.2 

東　根 2,990 1,221 853 425 823 823 2,469 82.6 

計 16,328 9,487 7,613 1,769 1,328 1,273 12,584 77.1 
人口に占める割合（％） 58.1 46.6 10.4 8.1 7.8 77.1 　

＊生活排水処理普及率は、 77.1％で、 公共下水道の水洗化率は 80.2％です。
＊まだ加入していないかたは、 一日も早く下水道に加入くださるようお願いいたします。

下水道を使うときの注意！

　「下水道」はなんでも流せる万能トンネルでは
ありません。長く故障させずに使うため、また、
汚水をきれいにしてくれる小さな微生物のために、
次のことに心がけてください。

　①生ゴミは流さない。

　②食器の油はふき取ってから洗う。

　③水洗トイレでは、トイレットペーパー（テ　

　　イッシュペーパーは詰まる）を使用する。

　④水洗トイレには、生理用品、タバコなどは

　　流さない。

　⑤宅地内の汚水マスは、年２回は清掃を行う　

　　（悪臭、詰まりを防ぎます）。

融資あっ旋及び利子補給制度の活用を

（１）水洗トイレなどの改造（新築は除く）に要
　　する資金の融資をあっ旋します。
　○限 度 額　120万円
　○償還期限　60カ月以内（元金均等償還）
（２）供用開始から３年以内の融資は、町がその
　　利子の９割を補給します。
（３）供用開始から３年を超えている場合は、融
　　資あっ旋のみとなります。（浄化槽については
　　設置時の改造資金）

よごすまい　鮎のふるさと　水洗化

■下水道・農業集落排水・浄化槽に関する
　お問い合わせ
　建設水道課下水道係（☎85－6138）

８月24日の浅立光穂センターまつり。綿あめや金
魚すくいが催され、子どもたちでにぎわいました。
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　土地の異動や家屋の新築や増築、取り壊しなどに
ついては常々調査を行っていますが、調査漏れをな
くすため、次のような固定資産の異動がありました
ら、お手数ですが電話などでお知らせください。
　現地確認のうえ、手続きをさせていただきます。

　土　地

◆土地の現況（利用状況）が変わったとき
　＊田畑や原野を造成して、宅地や駐車場、資材置
　　き場にした場合

　家　屋

◆家屋（建物）に異動があったとき
　＊建物を新増改築した場合
　＊建物を取り壊した場合

☆次の（１）から（３）までの場合は、改修に
伴う固定資産の減税が受けることができます。

（１）省エネ改修工事（平成20年度創設）
　平成20年４月１日から平成22年３月31日までに、
　一定の省エネ改修工事（改修費用が30万円以上の
　ものに限る）を行った場合、翌年度の固定資産が
　減額になります。

町民税務課からのお願い

「固定資産の異動」を行った場合は

役場にお知らせください

①対象家屋
　平成20年１月１日以前から所在していた住宅（賃
　貸住宅は除く）
②対象となる省エネ改修工事
　ア：窓の断熱改修工事
　イ：床の断熱改修工事
　ウ：天井の断熱改修工事
　エ：壁の断熱改修工事
＊「ア」の工事は必須となります。「ア」または「ア」
　と併せて「イ」～「エ」の工事を行い、それぞれ
　の部位が現行の省エネ基準に新たに適合すること。
③減額となる額
　改修工事が完了した翌年度分の固定資産税の３分
　の１を減額（一棟当り120㎡相当分までが限度）
④減額を受けるための手続き
　改修後３カ月以内に領収書、建築士・登録住宅性
　能評価機関による証明書などの関係書類を添付の
　うえ申告してください。なお、添付書類の詳細に
　ついてはお問い合わせください。
（２）バリアフリー改修
　・詳細はお問い合わせください。
（３）耐震改修
　・詳細はお問い合わせください。

問い合わせ
町民税務課　町税係
☎85－6133

　

ね
ん
き
ん
特
別
便
が
発
送
さ
れ

始
め
て
、
も
う
す
ぐ
１
年
で
す
。

も
し
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
い
て

い
れ
ば
、
左
の
よ
う
に
お
手
続
き

く
だ
さ
い
。

●
青
色
の
封
筒
の
か
た

　

今
年
３
月
ま
で
に
、
青
色
の
封

筒
が
届
い
た
か
た
は
、
年
金
記
録

に
漏
れ
が
あ
る
可
能
性
の
大
き
い

か
た
で
す
。
も
う
一
度
ご
自
分
の

職
歴
を
ご
確
認
の
う
え
、
町
戸
籍

年
金
係
か
社
会
保
険
事
務
所
を
お

訪
ね
く
だ
さ
い
。

●
緑
色
の
封
筒
の
か
た

　

６
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
に
、

す
べ
て
の
現
役
加
入
者
の
か
た
へ

緑
色
の
封
筒
を
お
届
け
し
ま
す
。

ご
自
分
の
年
金
期
間
が
間
違
っ
て

い
な
い
場
合
は
、
訂
正
な
し
で
送

付
く
だ
さ
い
。
も
し
間
違
っ
て
い

る
場
合
は
、
青
色
封
筒
と
同
様
に
、

ご
確
認
の
う
え
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
回
答

書
を
返
送
し
て
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
記
録
の
正
し
い
把
握

の
た
め
、
回
答
書
を
も
と
に
再
度

確
認
作
業
が
な
さ
れ
ま
す
。
回
答

書
は
、
間
違
い
が
な
く
て
も
必
ず

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
平
成
８
年
以
前
に
旧
姓
で
年
金

に
加
入
し
て
い
た
か
た
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

結
婚
な
ど
で
氏
名
を
変
更
さ
れ

て
い
る
か
た
の
記
録
が
、「
持
ち
主

不
明
」
の
記
録
の
中
に
多
数
存
在

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
の
申
し
出
に
よ
り
、
記
録
に

結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
周
り
の
か
た
に
も
呼
び
か
け
て

く
だ
さ
い
。

　

ご
家
族
の
か
た
な
ど
に
「
ね
ん

き
ん
特
別
便
」
が
届
い
た
ら
、
過

去
の
職
歴
に
つ
い
て
一
緒
に
記
憶

を
た
ど
っ
て
み
る
な
ど
、
多
く
の

か
た
か
ら
ご
回
答
を
い
た
だ
け
る

よ
う
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
質
問
・
問
い
合
わ
せ

●
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ

　

ル
（
☎
０
５
７
０

－

０
５
８

－
　

５
５
５
）

●
米
沢
社
会
保
険
事
務
所
（
☎
０

　

２
３
８

－

22

－

４
２
２
０
）

●
町
民
税
務
課
戸
籍
年
金
係
（
☎

　

85

－

６
１
２
９
）

　

ね
ん
き
ん
特
別
便
、
届
い
て
い
ま
す
か
？

年
金
記
録
の
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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白鷹町誕生54周年記念
地区対抗駅伝競走大会

　毎年盛大に開催している標記大会を、白鷹町誕生54周年を記念して開催します。選手へのご
声援よろしくお願いします。
　毎年荒砥～大瀬中継所（図中　　　部）にて交通渋滞が発生しています。一般車輌、付近住
民の皆さんへの迷惑となります。大会期間中はチーム関係車輌、応援車輌の通行を厳しく規制
します。交通渋滞の緩和にご協力ください。

１０月１２日（日）雨天決行
　開会式　午前８時30分、スタート　午前９時30分、閉会式　午後１時頃

＊大会開催中の交通安全にご協力お願いします。　　　　　　　　

■問い合わせ　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

1

12

23

4

5

6

7

8

9

10

11

13

14

15

神明町中継所

スタート･ゴール

森合中継所

内町中継所

鮎貝駅中継所

蚕桑中継所

広野中継所

東根中継所

下山中継所

十王中継所

大瀬中継所

平田中継所

中山中継所

萩野中継所

区　間　及　び　距　離
区間 走者 距離 コース 通過予想時刻

1 小学生  1.3 役場前～神明町 9時 34 分

2 一般  4.1 神明町～鮎貝小～森合 9時 46 分

3 フリー  1.8 森合～赤坂～内町 9時 52 分

4 小学生  1.3 内町～鮎貝駅前 9時 56 分

5 女子  1.7 鮎貝駅前～東田尻～蚕桑地区公民館 10 時 03 分

6 フリー  3.9 蚕桑地区公民館～蚕桑小～権現堂～広野 10 時 15 分

7 女子  2.1 広野～旧国道287 ～東根小 10 時 23 分

8 中学男  2.8 東根小～旧国道287 ～役場前 10 時 34 分

9 一般  3.5 役場前～荒砥駅前～国道287 ～下山 10 時 48 分

10 一般  5.0 下山～佐野原～大瀬公民館 11 時 05 分

11 中学男  2.9 大瀬公民館～平田 11 時 17 分

12 フリー  3.6 平田～堀の内～中山公民館 11 時 31 分

13 一般  3.9 中山公民館～一本松～萩野 11 時 43 分

14 フリー  2.7 萩野～宝前町～よつば保育園 11 時 51 分

15 壮年  2.2 よつば保育園～荒砥駅前～役場前 11 時 58 分

計 42.8

襷
�
�
�

�

�

�

�

心

�

心

10/12
（日）
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第16回東北学生駅伝
対校選手権大会

　地域の皆さんへのお願い

・駅伝コースは下図のとおりです。主な交差点などに白線表示、看板設置します。
・駐車場、トイレ、水などはスポーツ公園内の施設を利用しますが、状況により地域の皆さんにご協力をお願
　いしなければならないこともあります。協力依頼があった場合には、ご支援とご協力をお願いします。
・駅伝コースで、特に選手が右折する交差点や見通しの悪い所では、お互いに十分気をつけて通行しましょう。
■問い合わせ　教育委員会　生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

●スタート　女子午前８時、男子午前８時10分

●会　　場　白鷹町スポーツ公園及び周辺駅伝コース

●競技方法

　男子：駅伝方式（※）８区間 71キロ

　　　（１区８．５キロ、２区７キロ、３区８．５キロ、４区７キロ、５区12キロ、 

　　　　６区７キロ、７区７キロ、８区14キロ）

　女子：５キロタイムレースによる集計方式（５キロコースを１周）

※本大会は、白鷹町スポーツ公園をスタート・中継所・ゴールとし、周辺の駅伝コース（６㌔・７㌔・８. ５㌔）　
　で周回駅伝方式で実施します。周回駅伝方式とは、中継所を１カ所に固定して、区間エントリー選手が指定され
　たコースを周回し、次の選手にタスキを引き継ぐ駅伝方式です。
　長距離選手の育成と白鷹町の活性化を図り、白鷹町を全国にアピールするために、「東北学生駅伝対校選手権大

会」を開催します。本大会は、11月２日（日）に行われる秩父宮賜杯第40回全日本大学駅伝対校選手権大会、10月

26日（日）に行われる第26回全日本大学女子駅伝対校選手権大会の東北代表選考会を兼ねる重要な大会です。

　地域の皆さんのご理解、ご協力をお願いします。

9/23
（火：秋分の日）

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８.５Kmコース
７Kmコース
６Kmコース
５Kmコース

東北学生駅伝対校選手権大会 駅伝コース図

給水所A

新地公民館

山口公民館

菅酒店

笠松公民館

給水所C

蚕桑郵便局
 

給水所D

佐野地蔵尊

ファーストカーゴ

白鷹陽光学園

JA山形おきたま
カントリーエレベーター

JA山形おきたま 
蚕桑支店 

蚕桑小学校 

蚕桑地区公民館  

西中学校 

ニクニ 

三和製作所 

歩道走行区間

給水所B

不二サッシ 
しらたか

丸羽建設
WC

WC

白鷹高等専修学校

山形しあわせ銀行

鮎貝駅 

鮎貝地区公民館

WC

WC

WC 

WC 

WC 

池ノ端公園 

夫婦観音
中継・ 

Ｓ

Ｇ

残り約１km地点

残り約３km地点

鮎貝八幡宮

グレープ

白鷹町スポーツ公園

残り約２km地点

襷
�
�
�

�

�

�

�

心

�

心
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　８月22日から25日まで、町ソフトボール
場で、東北総体ソフトボール競技（少年男
女）が行われました。競技には、東北６県
代表の高校生チーム男女各６チームが参加
し、東北ナンバーワンの座をかけ熱戦を繰
り広げました。「ミニ国体」といわれる大会
だけに、各チームとも攻撃、守備、掛け声、
そしてスタンドからの応援と、見事なチー
ムプレーを見せていました。少年男子は福
島県、少年女子は岩手県が優勝しました。

第
35
回
東
北
総
合
体
育
大
会
�
�
�
�
�
�
競
技

各
県
代
表
�
見
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　８月27日、パレス松風で、あゆ御膳発表
会が行われました。今回は多くのかたがた
に試食いただこうと一般から募集。当選し
た20人ができたての味を堪能しました。今
年のこだわり料理は「中華風春巻き」。鮎の
新しい食べ方を提案しています。参加した
かたは「限られたスペースにおいしいもの
がいっぱい。見た目も鮮やかですばらしい」
と満足した様子。各店独自の工夫が施され
た秋の味覚、今年もどうぞご賞味ください。

秋
�
味
覚
�
�
�
�
�
�

�
�
御
膳
発
表
会

　８月19日、スピカ前とＡコープ前で、食
育を広く知っていただこうという街頭運動
が行われました。毎月19日は食育の日。県
食生活改善推進協議会では、「家族そろって
食事を楽しみましょう」をテーマに１年を
通して活動を展開しています。この日は、
町の健康推進員の皆さんが、食育の日をＰ
Ｒするチラシ入りのティッシュを配り、買
い物客に食育の大切さを呼びかけました。

食
育
�
家
族
団
�
�
�
食
卓
�
�

�
食
育
�
日
�
健
康
推
進
員
�
街
頭
啓
発

　８月15日、役場前で平和祈念事業が行わ
れました。終戦の日にあたり、未来の平和
を願い誓いを新たにしようというもの。今
年成人式を迎えた髙木直人さん（十王）と
遠藤梓さん（鮎貝）が平和都市宣言を読み
上げ、献花と折り鶴献呈が行われました。
日本が経験した悲惨な戦争。過ぎ去ったと
しても、決して忘れてはならないことです。
地球上で今も続く抗争や内戦に目を向け、
平和な社会に感謝し過ごしたいものです。

悲
惨
�
過
去
�
忘
�
�
�
�
�
�
未
来
�
歩
�
�
�

白
鷹
町
平
和
祈
念
事
業

第
11
回
白
鷹
町
建
設
業
労
働

災
害
防
止
大
会

　

８
月
26
日
、
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

で
、
建
設
業
労
働
災
害
防
止
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
建
設
現
場
で

の
事
故
防
止
と
安
全
衛
生
の
確
保

を
目
的
に
商
工
会
建
設
木
材
部
会

（
衣
袋
志
郎
部
会
長
）
が
主
催
。

町
内
建
設
建
築
業
の
役
員
、
社
員

約
１
７
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

衣
袋
部
会
長
は
「
地
域
防
災
な
ど
、

町
に
は
建
設
業
の
力
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
自
ら
の
安

全
、
衛
生
管
理
が
大
切
。
こ
れ
か

ら
も
心
を
引
き
締
め
、
日
々
の
仕

事
に
取
り
組
も
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
置
賜
総
合
支
庁
の
小

松
地
域
振
興
監
よ
り
「
地
域
振
興

と
現
場
に
お
け
る
労
働
安
全
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
町
内
の
建
設
業
で

は
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
に
よ
り
、

現
場
で
の
大
き
な
事
故
は
起
こ
っ

て
い
な
い
と

い
う
こ
と
。

地
域
の
生
活

基
盤
を
支
え

る
仕
事
と
し

て
、
こ
れ
か

ら
も
安
全
に

が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。
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第
31
回
白
鷹
町
勤
労
者
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
の
結
果

　
　
　

期
日
：
８
月
27
日
〜
29
日

１
位　

㈱
佐
藤
燃
料
店
チ
ー
ム

２
位　

日
本
Ｇ
Ｔ
㈱
チ
ー
ム

３
位　

し
ら
た
か
不
二
サ
ッ
シ
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ー
ム

〃　
　

町
役
場
チ
ー
ム

※
雨
の
影
響
で
、
決
勝
戦
は
９
人

の
選
手
に
よ
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
１

位
と
２
位
を
決
め
、
３
位
決
定
戦

は
行
わ
ず
に
両
チ
ー
ム
３
位
と
な

り
ま
し
た
。

�

町
内
�
職
場
13
�
�
�
�
�
白

熱
�
�
�
�
�
�
繰
�
広
�
�
交

流
�
�
�
�
�

　

８
月
15
日
、
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

で
白
鷹
町
成
人
式
が
行
わ
れ
、
２

１
６
人
の
若
者
が
新
成
人
と
な
り

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
来
賓
の
か
た
が
た
の

ご
祝
辞
に
真
剣
な
面
持
ち
で
聴
き

入
り
、
成
人
と
し
て
心
を
新
た
に

し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
そ
し
て
、

新
成
人
を
代
表
し
て
髙
木
直
人
さ

ん
（
十
王
）
が
「
成
人
し
た
こ
と

を
自
覚
し
、
生
命
の
重
さ
を
尊
び
、

永
遠
の
平
和
と
繁
栄
を
強
く
希
求

し
ま
す
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成
人
代
表

の
新
納
和
也
さ
ん
（
荒
砥
）
に
町

か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
　

そ
の
後
の
成
人
祭
で
は
、
中
学

時
代
の
恩
師
を
お
招
き
し
、
久
し

ぶ
り
に
先
生
と
生
徒
に
戻
り
再
会

を
喜
び
合
い
、
当
時
の
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

今
回
の
成
人
式
は
、
新
成
人
の

実
行
委
員
29
人
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
２
カ
月
ほ
ど
前
か
ら
準
備
さ
れ
、

当
日
も
裏
方
の
運
営
に
回
っ
て
が

ん
ば
っ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
も
一
体
と
な

り
つ
く
り
あ
げ
た
成
人
式
は
、
ま

た
新
た
な
思
い
出
と
し
て
心
に
刻

ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
人
�
�
�
�
第
一
歩

白
鷹
町
成
人
式

白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
３

「
民
俗
信
仰　

草
木
塔
へ
の
願
い
」

草
木
塔
・
路ろ

傍ぼ
う

の
石
仏
・
石
塔
め
ぐ
り

　

８
月
30
日
、
十
王
・
鷹
山
地
区

に
お
い
て
、
石
仏
・
石
塔
め
ぐ
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
全

国
的
に
も
珍
し
い
草
木
供
養
塔
、

宝ほ
う
き
ょ
う篋

印い
ん

塔
型
庚こ

う
し
ん申

塔
の
ほ
か
、
称

名
寺
や
中
山
寺
金
比
羅
大
権
現
堂

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
講
師
の
江
口
儀
雄

さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
、
生
活
に

根
ざ
し
た
信
仰
心
、
自
然
や
地
域

と
の
か
か
わ
り
を
知
り
、
先
人
の

息
づ
か
い
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た

最
後
は
、
嶽
山
三
十
三
観
音
に
行

き
、
先
人
が
つ
く
り
あ
げ
た
貴
重

な
文
化
遺
産
を
学
び
ま
し
た
。

　

路
傍
に
あ
る
石
塔
に
も
人
び
と

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
現

代
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち
が
守
る

べ
き
も
の
は
何
か
、
問
い
か
け
ら

れ
て
い
る
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

第
23
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
の
結
果

　
　
　

期
日
：
８
月
５
日
〜
８
日

◆
一
般
男
子
の
部

　

１
位　

桜
館
エ
リ
ー
ズ（
鮎
貝
）

　

２
位　

ミ
ラ
ク
ル
キ
ッ
ズ
保
護
者
会

　

３
位　

ミ
ラ
ク
ル
（
蚕
桑
）

◆
一
般
女
子
の
部

　

１
位　

蚕
桑
・
鷹
山
女
子

　

２
位　

鮎
貝
レ
デ
ィ
ー
ス

　

３
位　

東
根
女
子

◆
壮
年
の
部

　

１
位　

白
鷹
エ
ン
ゼ
ル
ス

　

２
位　

鮎
貝
Ａ

　

３
位　

西
中
ソ
フ
ト
部
保
護
者
会

役
場
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー

荒
砥
高
校
美
術
部
の
皆
さ
ん
に
模

様
替
え
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ヤ
ナ
に
か
か
る
落
ち
鮎
」
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第
11
回
山
形
県
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
・
第
33
回
蔵
王
坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
結
果

�
�
�

今
年
�
�
蔵
王
坊
平
高
原
�
爽�

�

�
�
�
風
�
�
�

�
�
�
�

白
鷹
�
�
�
�
女
子
駅
伝
�
�
�
第
�
位
入
賞
!!

�
�
�
�

白
鷹
町
�
�
�
過
去
最
高
�
成
績
�
�
�
�
�
�
�
�

　

去
る
８
月
３
日
、
上
山
市
蔵
王

坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

に
お
い
て
、
第
11
回
山
形
県
ジ
ュ

ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
・
第
33
回
蔵

王
坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
チ
ー
ム
、
選
手
27
人
で

臨
ん
だ
本
大
会
、
選
手
は
２
カ
月

間
に
及
ぶ
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

白
鷹
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
チ
ー
ム
が
２

年
連
続
の
入
賞
（
昨
年
８
位
）
で
、

見
事
第
３
位
入
賞
を
果
た
し
、
白

鷹
町
チ
ー
ム
過
去
最
高
の
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
男
子
駅
伝
チ
ー
ム
に
つ

い
て
は
、
総
合
第
17
位
、
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
大
会
に
出
場
の
選
手

も
、
そ
れ
ぞ
れ
練
習
の
成
果
を
十

分
に
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
気
温
が
上
昇
し
、

非
常
に
過
酷
な
条
件
で
、
自
分
の

力
を
発
揮
で
き
な
い
選
手
が
他
市

町
村
に
数
多
く
見
ら
れ
る
な
か
、

白
鷹
町
チ
ー
ム
の
全
員
が
最
後
ま

で
し
っ
か
り
と
走
り
き
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
学
業
、

部
活
動
、
学
校
行
事
な
ど
と
練
習

会
参
加
を
両
立
し
、
２
カ
月
間
し

っ
か
り
と
研
鑚さ
ん

を
積
ん
だ
成
果
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

白
鷹
町
の
代
表
と
し
て
の
誇
り

を
胸
に
、
大
会
参
加
に
む
け
て
続

け
て
き
た
努
力
が
、
必
ず
実
を
結

ぶ
時
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
共
に

が
ん
ば
っ
た
仲
間
と
と
も
に
、
今

後
さ
ら
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ま
、
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

白
鷹
町
チ
ー
ム「
白
鷹
ジ
ュ
ニ
ア
」

○
総

監

督　

小
形
富
治
男

○
男
子
チ
ー
ム
監
督　

小
形
一
美

○
女
子
チ
ー
ム
監
督　

竹
田
則
幸

○
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ　
　

高
田　

博

○
コ
ー
チ

　
　

赤
間
敏
明　

竹
田
雅
量

　
　

駒
津
晋
司　

菅
原
陽
子

　
　

沼
澤
伸
壽　

安
部
智
勝

　
　

五
十
峯
大
貴　

鈴
木
亮
太

○
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

橋
本
直
樹

山
形
県
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

　
　
　
　
　

（
34
市
町
村
参
加
）

◆
男
子　

第
17
位
（
48
分
08
秒
）

１
区　

紺
野　

圭
汰（
東
中
３
年
）

２
区　

菅
間　

伶
史（
東
根
小
６
年
）

３
区　

髙
野　
　

光（
西
中
２
年
）

　

☆
区
間
第
７
位

４
区　

白
田　
　

匠（
鮎
貝
小
６
年
）

５
区　

佐
藤　

剛
士（
西
中
２
年
）

◆
女
子　

第
３
位
（
50
分
06
秒
）

１
区　

髙
橋
あ
か
ね（
東
中
３
年
）

２
区　

広
川　

夕
季（
荒
砥
小
６
年
）

　

☆
区
間
第
６
位

３
区　

髙
橋　

彩
花（
東
中
１
年
）

　

☆
区
間
第
１
位

　

☆
区
間
新
記
録

４
区　

大
滝　

碧
菜（
鮎
貝
小
６
年
）

　

☆
区
間
第
５
位

５
区　

長
谷
川
智
子（
東
中
３
年
）

蔵
王
坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

◆
小
学
生
男
子
２
０
０
０
㍍

　
　
　
　
　

（
完
走
１
６
９
人
）

　

竹
田　

裕
道
（
鷹
山
小
５
年
）

　

吉
村　

昂
訓
（
蚕
桑
小
６
年
）

　

小
方　

和
馬
（
荒
砥
小
５
年
）

　

菅　

桂
太
朗
（
蚕
桑
小
６
年
）

　

高
野　
　

翼
（
鮎
貝
小
５
年
）

◆
小
学
生
女
子
２
０
０
０
㍍

　
　
　
　
　

（
完
走
１
６
０
人
）

　

橋
本　

美
穂
（
東
根
小
６
年
）

　

児
玉　

由
夏
（
蚕
桑
小
６
年
）

　

齋
藤　
　

恵
（
鷹
山
小
５
年
）

　

梅
津　

桐
里
（
東
根
小
５
年
）

　

大
類
さ
く
ら
（
鮎
貝
小
５
年
）

　

高
橋　

美
咲
（
蚕
桑
小
５
年
）

　

梅
津　
　

瞳
（
東
根
小
６
年
）

　

鈴
木　

真
優
（
荒
砥
小
６
年
）

　

梅
津　

香
穂
（
東
根
小
５
年
）

◆
中
学
生
男
子
３
０
０
０
㍍

　
　
　
　
　

（
完
走
２
１
２
人
）

　

髙
橋
英
一
郎
（
東
中
１
年
）

◆
中
学
生
女
子
３
０
０
０
㍍

　
　
　
　
　

（
完
走
１
８
３
人
）

　

岡
部　
　

楓
（
西
中
２
年
）

ママチャリさんデザインのＴシャツをユニフォ
ームとして参加した白鷹ジュニアの選手団
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宝くじ・コミュニティ助成事業

　　　　　　　施設や設備などの整備計画はありませんか？

　町では、皆さんがお住まいの地域や集落で「○○を広場として整備
したいが…」「○○公園を桜でいっぱいにしたいんだけれど…」など、
地域や集落などを良くしていきたいという事業の計画を持っている団
体を募集しています。
　宝くじ・コミュニティ助成事業は、地域や集落などの団体が自らの
地域活動など（コミュニティ活動）に必要な施設や設備の整備などを
行う場合、その事業を応援する事業です。財源は宝くじの収益金が充
てられています。

　　ずはご相談ください

　実施にあたっては、「どのような事業であるか」「予算はどのくらいか」
といった事業計画を町・県を通じ、財団法人自治総合センターに提出
します。センターでは申請に基づく審査が行われ、「採択」となった事
業が実施できることとなります。
　まずはご相談からでも結構です。まちづくり推進課（自主防災組織
育成事業は総務政策課）までお越しください。なお、事業実施を希望
する団体は、９月29日（月）までにお申し込みください。

　宝くじ・コミュニティ助成事業のメニュー及び助成額（例）

　　○一般コミュニティ事業： 100万円～ 250万円（コミュニティ活動に必要な施設や設備整備など）

　　○緑化推進コミュニティ事業：  50万円～ 200万円（コミュニティ組織による植樹・植栽など）

　　○自主防災組織育成事業：  30万円～最高200万円

　　　（一定地域の自主防災組織の活動に必要な施設や設備整備など）

　　　　※組織の状況、申請の内容により助成限度額が変わります。

※助成金は、事業費の範囲内かつ
　財団法人自治総合センターから
　助成金の交付決定の通知があっ
　た金額で、10万円単位の助成と
　なります。
※なお、内容の審査及び精査、ま
　た、応募多数の場合の最終的な
　申請団体の決定は、町に一任い
　ただくこととなりますのでご了
　承ください。

○これまで実施された事業
年度 事業名 事業主体 概算事業費（助成額）
平成 15 中山ふれあい広場整備事業 中　山　区 276万円（250万円）
平成 16 上ノ台公園整備事業 西横田尻区 280万円（250万円）
平成 17 桜の健康運動広場づくり事業 荒砥第三区 202万円（200万円）

平成 18 いきいき深山郷親水広場整備事業
いきいき深山郷づ
くり推進協議会 289万円（250万円）

平成 19 萩野メモリーパーク整備事業 萩　野　区 262万円（250万円）
自主防災組織育成助成事業 貝生地区防災会 160万円（150万円）

平
成
20
年
度
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
助
成
希
望
団
体
の

募
集
に
つ
い
て

　

地
域
や
集
落
ま
た
は
町
民
の
自

主
的
な
団
体
な
ど
が
協
働
で
自
主

的
な
取
り
組
み
を
行
う
場
合
に
、

そ
の
活
動
を
応
援
す
る
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
事
業
」。10
万
円
以
上

の
事
業
を
対
象
に
、
そ
の
事
業
費

の
約
４
割
を
助
成
し
ま
す
（
取
り

組
み
の
内
容
に
よ
っ
て
助
成
率
が

変
わ
り
ま
す
）。

　

事
業
は
毎
月
第
１
月
曜
日
ま
で

を
期
限
と
し
て
、
受
け
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
（
次
は
10
月
６
日
で

す
）。

　

な
お
、
申
請
か
ら
事
業
の
採
択

ま
で
早
く
て
も
１
週
間
程
度
の
時

間
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
締

め
切
り
以
前
に
「
ど
の
よ
う
な
事

業
な
の
か
」「
ど
の
く
ら
い
の
予
算

を
み
て
い
る
の
か
」
な
ど
、
担
当

ま
で
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。

◇
事
業
の
概
要
は
、
広
報
し
ら
た

か
５
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
企

画
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
１
０
）、

担
当
：
菅
間
、大
木
、御
代
田
ま
で
。

地域の
整備計画を
応援 !!申請団体を募集します

▲交流に活用される池
（いきいき深山郷親水広場整備事業）

▲桜がいっぱいの広場で健康づくり
（桜の健康広場づくり事業）
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

白鷹町健康増進計画◎すてきに年を重ねる高齢期の健康づくり～ふれあいのある暮らし

　前期高齢者（65～74歳）要介護認定率＝  前期高齢者要介護認定者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    前 期高齢者被保険者
　　計画策定時　　  　　　 現状（平成19年度）　　　目標（平成22年度）

4.7% 4.3%

※計画策定時（平成14年度介護認定実績　平成14年10月を基に算出）
※前期高齢者要介護認定率の目標値は、人口の高齢化を勘案し、6.0％を超えな
　いように設定しました。

評
価
と
今
後
の
取
り
組
み

　

前
期
高
齢
者
の
要
介
護
認
定
率
は
、
目
標
（
６
％

を
超
え
な
い
）
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
計

画
策
定
の
時
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
立
生

活
を
送
っ
て
い
る
お
年
寄
り
の
か
た
が
た
く
さ
ん
い

る
と
い
う
、
大
変
う
れ
し
い
結
果
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
健

康
増
進
事
業
・
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
・
介
護

予
防
事
業
の
実
施
、
地
域
で
開
催
し
て
い
る
「
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」
を
増
や
す
な
ど
、
町
と
町
民
の
協
働

の
健
康
づ
く
り
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
楽
し
み
や
生
き
が
い
を

持
っ
て
、
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
さ
ら
に
介
護

予
防
に
な
る
の
で
す
。

介護予防事業について

　平成18年度より、介護保険を利用していない65歳以上

のかたで、生活機能評価検査で「介護予防教室への参加

をお勧めします」という結果のかたを対象に「介護予防

教室」を開催しています。お年寄りが住み慣れた地域で、

できる限り自立した生活を送れるように応援する健康づ

くり教室です。

　平成20年度、白鷹町ではあゆみの園を会場に、介護予

防教室「元気はつらつクラブ」を開催中です。

■お問い合わせは、地域包括支援センター（☎86－0112）

まで

健康のひろば

6.0%未満

目
標
達
成
に
向
け
て
の
取
り
組
み

　

心
身
の
健
康
を
保
持
・
増
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
要
介
護
認
定
率
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
で
は
「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
な
ど
の
活
動
を
、
町
で
は
健
康
診
査
・

健
康
相
談
を
は
じ
め
、
地
域
ケ
ア
会
議
で
は
保

健
福
祉
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

は
町
内
全
域
で
開
催
し
て
お
り
、
現
在
24
カ
所

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
健
康
診
査
は
、
地
区
公

民
館
（
基
本
健
診
・
特
定
健
診
な
ど
）
と
町
立

病
院
（
人
間
ド
ッ
ク
）
で
年
１
回
は
受
診
す
る

よ
う
勧
め
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
保
健
福
祉

医
療
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
地
域
ケ
ア
会
議
な

ど
で
情
報
を
共
有
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

中間評価

前期高齢者 （65 ～ 74 歳） 要介護認定状況

項目　　　　　　年度 平成 15 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19

前 期 高 齢 者
被 保 険 者 数 2,430 2,314 2,192 2,074 2,005

前 期 高 齢 者
要介護認定者数 109 104 89 95 86

認定率 （％） ４．５ ４．５ ４．１ ４．６ ４．３

※毎年 10 月の認定状況を比較したもの。

介護保険利用と疾病について
　前期高齢者のかたはどんな病気が原因で介
護保険を利用することになったのでしょう。
平成19年度は多い順から、
　①脳血管疾患
　②アルツハイマー認知症
　③関節リウマチで、
　また、認定者の約半数が脳血管疾患（脳出
血・脳梗塞など）でした。

介護予防
＝脳血管疾患を予防しよう！

目標達成！
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Ｙ男（年長児）「せんせい、せん

　　せい！早く、早く来て！目

　　つむってひっくり返ってい

　　だよ！」

保育士「どごで？なにしたなや

　　ー、転んだながぁ？！」

Ｙ男「外で！まりちゃんが !!」

ひがしね保育園

佳
作　

一
番
星
友
と
さ
が
し
た
幼
き
日　
　
　
　
　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

〃　
　

一
度
き
り
募
る
思
い
の
織

し
ょ
く
じ
ょ
せ
い

女
星　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
み
き
子

〃　
　

願
い
事
一
つ
き
い
て
よ
流
れ
星　
　
　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

遠
い
星
見
て
傍
ら
の
星
さ
が
す　
　
　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

〃　
　

都
会
で
は
星
の
見
え
な
い
七
夕
夜　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

星
眺
め
視
力
矯
正
遠
い
過
去　
　
　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

幸
せ
の
星
は
努
力
で
掴つ

か

み
取
る　
　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

〃　
　

北
斗
星
眺
め
て
泣
い
た
青
春
期　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

〃　
　

星
空
を
見
上
げ
る
瞳
輝
い
て　
　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

〃　
　

流
れ
星
見
た
と
曾
孫
の
声
弾
む　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

〃　
　

ス
タ
ー
に
は
な
れ
な
い
影
の
立
役
者　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

〃　
　

あ
の
星
も
二
人
の
旅
路
知
っ
て
居
る　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

秀
逸　

白
星
も
黒
星
も
あ
る
人
生
譜　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

温
暖
化
何
も
変
わ
ら
ぬ
夜
の
星　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

こ
の
星
に
生
ま
れ
育
っ
て
旅
に
出
る　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

彦
星
を
間
口
一
杯
開
け
て
待
つ　
　
　
　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

〃　
　

温
暖
化
北
極
星
も
汗
を
か
く　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

〃　
　

逝
き
し
友
偲し

の

ぶ
ま
た
た
く
星
が
あ
る　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

〃　
　

満
天
の
星
に
明
日
の
夢
託
す　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

流
れ
星
恋
の
軌
道
が
フ
ト
迷
う　
　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

〃　
　

幾い
く
せ
い
そ
う

星
霜
苦
楽
を
共
に
夫
婦
旅　
　
　
　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

彦
星
に
今
年
も
届
け
ラ
ブ
ソ
ン
グ　
　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

五
客　

星
空
に
プ
ラ
ス
思
考
の
笛
を
吹
く　
　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

天
の
川
愛
の
架
け
橋
星
ロ
マ
ン　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

土
に
生
き
星
を
い
た
だ
き
暮
ら
す
日
　々
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

星
占
い
今
日
の
運
勢
賭
け
て
み
る　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

幾
星
霜
辛
苦
に
耐
え
て
幸
が
あ
る　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

人
位　

プ
ロ
ポ
ー
ズ
冬
の
星
座
の
下
で
し
た　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

地
位　

流
れ
星
叶
わ
ぬ
願
い
ロ
マ
ン
め
く　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

天
位　

満
天
の
星
を
仰
げ
る
過
疎
の
幸　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

軸　

究
極
の
星
は
柩

ひ
つ
ぎ

の
中
に
あ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
兎

次
回　

「
包
む
」
九
月
末
日
ま
で
。「
時
」
十
月
末
日
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�
町
報
川
柳
�　 

　
　
　

星　
　
　

髙
橋　

白
兎　

選

とんだかんちがい

●
認
知
症
の
八
大
法
則
と
一
原
則

　

一
人
ひ
と
り
の
症
状
は
違
っ
て

見
え
て
も
、
認
知
症
の
お
年
寄
り

に
は
共
通
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
症
状
を
示

す
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
介

護
者
の
対
応
は
格
段
に
楽
に
な
る

は
ず
で
す
。

○
第
三
法
則

ま
だ
ら
ぼ
け
の
法
則

正
常
�
部
分
�
認
知
症
状
�
混
在

　

普
通
の
人
で
も
、
あ
る
面
で
は

し
っ
か
り
し
て
い
る
の
に
別
の
面

で
は
だ
ら
し
な
い
と
い
っ
た
、
ま

だ
ら
な
行
動
を
示
す
こ
と
は
よ
く

あ
る
も
の
で
す
。
認
知
症
が
進
行

し
て
も
、
す
べ
て
の
症
状
が
い
っ

ぺ
ん
に
出
現
す
る
の
で
は
な
く
、

必
ず
正
常
な
部
分
と
認
知
症
の
症

状
が
混
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、

ま
だ
ら
ぼ
け
の
法
則
で
す
。

　

ほ
か
の
こ
と
は
し
っ
か
り
し
て

い
る
の
に
、
も
の
や
お
金
に
対
し

て
異
常
に
執
着
し
た
り
、
失
禁
を

繰
り
返
し
た
り
す
る
と
家
族
は
そ

の
言
動
を
ど
う
理
解
し
て
よ
い
の

か
迷
い
ま
す
。
ま
た
、
初
期
の
段

階
で
は
、
外
見
上
は
正
常
に
見
え
、

症
状
が
特
定
の
家
族
に
だ
け
表
れ

た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
家
族
間
で

の
混
乱
や
介
護
者
の
ス
ト
レ
ス
が

生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

失
敗
を
怒
る
よ
り
も
、
常
識
的

に
は
行
わ
な
い
よ
う
な
言
動
が
見

ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
風
邪

を
ひ
い
た
人
が
熱
を
出
し
た
り
、

咳
を
し
た
り
す
る
の
と
同
じ
よ
う

に
、
認
知
症
に
よ
っ
て
表
れ
る
症

状
な
の
だ
と
割
り
切
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

白
鷹
町
認
知
症
高
齢
者
見
守
�
�

�
�
�
�
�
活
用
�
�
�
�
�

　

ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
、
認
知
症
の
か
た
の
見

守
り
、
声
が
け
に
協
力
し
て
く
れ

ま
す
。「
こ
の
ご
ろ
物
忘
れ
を
し
て

心
配
だ
」「
道
が
わ
か
ら
な
く
な

り
無
事
に
家
に
帰
れ
る
か
心
配
だ
」

な
ど
、
地
域
で
お

年
寄
り
の
見
守
り

を
し
て
ほ
し
い
か

た
は
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

（園児にまりちゃんという名前

の子はいないので）

保育士「まりちゃんて、誰だっ

　　け？」

Ｙ男「うさぎのまりちゃんだよ

　　！」

保育士「あー！うさぎのまりち

　　ゃんかぁ！」
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催　し

元
気
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

９
月
14
日
（
日
）
午
前

６
時
30
分
〜
９
時
30
分
（
午
前
５

時
45
分
集
合
）

▼
集
合
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
前
（
相
乗
で
源
流
の
森
へ
）

▼
コ
ー
ス　

白
川
ダ
ム
湖
畔
コ
ー

ス▼
内
容　

早
朝
の
澄
ん
だ
空
気
を

胸
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
み
、
湖
畔
の

林
間
歩
道
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
湖
畔
の
景
色
を
眺
め

な
が
ら
、
冷
た
い
飯
豊
山
の
伏
流

水
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

＊
申
し
込
み
は
不
要
。
当
日
お
集

　

ま
り
く
だ
さ
い
。

▼
次
回
開
催　

10
月
12
日
（
日
）

白
鷹
山
縦
走
コ
ー
ス
（
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会
議
事
務
局
（
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係
・
☎
86

－

０
２
１
０
）

�
�
�
村
�
�
�
�
�
四
人
展
�

▼
い
つ　

９
月
13
日
（
土
）
〜
15

日
（
祝
・
月
）
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

▼
ど
こ
で　

い
き
い
き
深
山
郷
の

ど
か
村

▼
出
展
者

○
佐
藤
シ
オ
・
寿
窯

　

（
作
家
デ
ビ
ュ
ー
で
す
）

○
金
田
利
之
・
深
山
工
房
つ
ち
団
子

○
太
田
智
子
・
ま
な
陶
房

○
樋
口
昌
弘
・
中
善
寺
窯

＊
や
き
も
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
も
開

　

催
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

深
山
工
房
つ
ち

団
子
（
☎
85

－

１
８
０
７
）

西
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
発
表
会

▼
い
つ　

９
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　

開
演
午
後
２
時
〜

▼
ど
こ
で　

蚕
桑
地
区
公
民
館

▼
入
場
料　

無
料

▼
曲
目　

斑い
か
る
が鳩

の
空
、
崖
の
上
の

ポ
ニ
ョ
、
キ
セ
キ
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

西
中
学
校
（
☎

85

－

２
２
４
４
）

鮎
貝
地
区
婦
人
会
主
催

語
�
�
朗
読
�
会

▼
い
つ　

９
月
23
日
（
火
・
祝
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
演

▼
ど
こ
で　

鮎
貝
地
区
公
民
館

▼
テ
ー
マ
「
癒
し
の
と
き
、
和
み

の
と
き
」
〜
語
り
と
音
楽
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
〜

▼
内
容　

蜘く

も蛛
の
糸
、
花
咲
き
山
、

千
の
風
に
な
っ
て
ほ
か

▼
出
演
者　

語
り
：
渡
辺
祥
子

（
朗
読
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）、音
楽
：

梅
津
樹
子

▼
料
金　

大
人
５
０
０
円
、
会
員

２
０
０
円
、
小
中
学
生
２
０
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

鮎
貝
地

区
婦
人
会
長
／
梅
津
邦
子
（
☎
85

－

４
４
５
０
）

第
�
回
最
上
川
流
域
文
化
遺
産

元
船
場
米
荷
背
負
�
�
�
�
煮
会

　

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
最
上

川
流
域
の
文
化
遺
産
を
盛
り
上
げ

ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

９
月
28
日
（
日
）

【
第
１
部
】
米
荷
背
負
い

▼
時
間　

午
前
９
時
集
合
、
９
時

30
分
ス
タ
ー
ト

▼
集
合
場
所　

町
上
水
道
水
源
地

川
原
（
荒
砥
新
町
地
内
）

▼
内
容　

白
米
５
㎏
を
背
負
っ
て

約
８
０
０
㍍
歩
き
ゴ
ー
ル
し
ま
す
。

▼
コ
ー
ス　

同
地
点（
ス
タ
ー
ト
）

〜
役
場
西
口
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

（
ゴ
ー
ル
）

▼
参
加
賞　

背
負
っ
た
白
米
を
進

呈
し
ま
す
。

▼
対
象　

女
性
の
み

【
第
２
部
】
川
原
の
い
も
煮
会

▼
時
間　

午
前
11
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

ス
タ
ー
ト
地
点
川
原

▼
会
費　

５
０
０
円

▼
対
象　

ど
な
た
で
も

▼
締
め
切
り　

９
月
25
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ　

中
川
（
☎
85

－

３
７
１
３
）

置
賜
地
区
合
同
教
育
研
究
集
会

映
画
上
映
会

　

山
田
洋
次
監
督
、
西
田
敏
行
主

演
で
話
題
と
な
っ
た
映
画「
学
校
」。

そ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
先
生
と
生

徒
た
ち
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

10
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
６
時
〜
７
時
30
分

●
中
途
失
聴
・
難
聴
者
講
演
会�

�
�
��

�
月
27
日
�
土
�
午
後
�
時
��

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
山
形
�
山
形
市
�
�
参
加
費�

無
料�

�
定
員�

�
�
�
人

�
講
師�

山
口
利
勝
�
�
�
山
�
福
祉
文
化
大
学
準
教
授
�
�
問
�
合
�
��

山
形
県
中
途
失
聴
�
難
聴
者
協
会
事
務
局
�
☎
�
�
�
�

�

23

－

�
�
�
�
�

健康づくり講演会

21世紀を「健康」で生きるには

　成人病に替わる新しい疾病概念として「生
活習慣病」が提唱され、町では積極的に人間
ドックや検診などを行ってきました。
　このたび、町民の皆さんの健康生活への誘
いとして、肺がんについての講演会を開催し
ます。ぜひご参加ください。
●いつ　10月３日（金）
　　　　午後６時30分～８時（受付午後６時）
●どこで　健康福祉センターすこやかホール
●演題「こわい肺がん・こわくない肺がん」
●講師　大泉弘幸さん（山形大学医学部第二
外科准教授）
●参加料　無料
■問い合わせ
　町立病院事務局（☎85－2155）
　健康福祉課健康推進係（☎86－0210）
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●
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動�

国
土
交
通
省
�
�
�
自
動
車
�
�
�
�
�
保
守
管
理
�
意
識
�
高
�
�
点
検
�
整
備
�
確
実
�
実
施
�
進
�
�
�
�
�
�
月
�
10
月
�
�
�
月

間
�
強
化
月
間
�
�
�
全
国
的
�
展
開
�
�
�
�
�
問
�
合
�
��

東
北
運
輸
局
山
形
運
輸
支
局
�
☎
�
�
�

�

�
�
�

－

�
�
�
�
�

　
　
　

（
開
場
午
後
５
時
30
分
）

▼
ど
こ
で　

タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

▼
上
映
映
画　

「
こ
ん
ば
ん
は
」

▼
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
地
区
合
同

教
育
研
究
集
会
事
務
局
（
☎
88

－

４
５
７
７
）

第
�
回
西
置
賜
防
災
�
�
�
�

▼
い
つ　

９
月
21
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
（
午
前
の
み
）

▼
ど
こ
で　

西
置
賜
防
災
セ
ン
タ

ー
（
長
井
市
）

▼
内
容

①
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
来
る
よ

②
15
ｍ
の
高
さ
か
ら
脱
出
し
て
み

　

よ
う

③
地
震
を
体
験
し
て
み
よ
う

④
ミ
ニ
消
防
車
に
乗
っ
て
み
よ
う

⑤
煙
か
ら
脱
出
し
て
み
よ
う

⑥
く
じ
引
き
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

※
そ
の
ほ
か
に
も
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
幼
年
消
防
隊
の
演
技
や
、

消
防
団
音
楽
隊
の
ラ
イ
ブ
演
奏
も

あ
り
ま
す
。

※
当
日
雨
天
の
場
合
は
、
テ
レ
フ

ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎
84

－

０
１
１

９
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
防
災
セ

ン
タ
ー
（
☎
88

－

１
８
３
９
）

�
�
�
�
森
�
感
謝
祭

▼
い
つ　

10
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

21
世
紀
不
伐
の
森

（
長
井
市
）

▼
内
容

①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

長
井
小
学
校
獅
子
舞

②
式
典
・
記
念
植
樹
（
午
前
10
時

　

〜
11
時
）

③
キ
ノ
コ
・
特
産
品
な
ど
の
販
売
、

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
実
演
、

　

緑
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

お
き
た
ま
森
の

感
謝
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎

０
２
３
８

－

35

－

９
０
５
３
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
山

形
�
�
�
�

▼
い
つ　

10
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

遊
学
館
（
山
形
市
）

▼
内
容

①
講
演
会
「
仕
事
も
家
族
も
守
り

　

ま
す
」
佐
々
木
常
夫
さ
ん

②
知
事
表
彰
受
賞
者
に
よ
る
活
動

　

内
容
発
表
会

③
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
働
く
女
の

　

事
情
」

④
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

　

ン
「
す
べ
て
の
人
が
共
に
楽
し

　

む
車
い
す
ダ
ン
ス
！
」

⑤
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

⑥
展
示
発
表
な
ど

▼
参
加
費　

無
料
で
す
が
、
講
演

会
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

２
３

－

６
２
９

－

７
７
５
１
）

山
形
大
学
都
市
�
地
域
学
研
究
所

公
開
講
座
�
山
形
�
魅
力
再
発
見
�

　

山
形
か
ら
日
本
、
世
界
の
人
び

と
の
心
に
残
る
功
績
を
残
し
た
偉

人
を
紹
介
す
る
講
座
で
す
。

▼
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
全
３
回
）

【
直
江
兼
続
VS
最
上
義
光
】

○
い
つ　

10
月
11
日
（
土
）
午
前

　

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

○
ど
こ
で　

伝
国
の
杜
、
め
ざ
み

　

の
里

【
結
城
豊
太
郎
の
生
涯
】

○
い
つ　

10
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

○
ど
こ
で　

山
形
大
学
人
文
学
部

【
安
達
峰
一
郎
】

○
い
つ　

10
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

○
ど
こ
で　

山
辺
町
安
達
峰
一
郎

　

記
念
館

▼
受
講
料　

６
０
０
０
円

▼
募
集
人
員　

25
人

▼
締
め
切
り　

10
月
９
日
（
木
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
大

学
人
文
学
部
松
尾
研
究
室
（
☎
０

２
３

－

６
２
８

－

４
７
３
６
）

紅
葉
�
吾
妻
高
層
湿
原

�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

10
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
８
時
10
分
〜

▼
内
容　

高
山
植
物
観
賞
、
吾
妻

山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

▼
募
集
人
員　

18
人

▼
参
加
費　

３
０
０
０
円

▼
締
め
切
り　

９
月
25
日
（
木
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
森

林
管
理
署
業
務
課
（
☎
０
２
３
８

－

62

－

２
２
４
６
）

特
別
支
援
教
育
�
�
�
�
�
�

子
�
�
��
困
�
感
��
寄
�
添

�
支
援

▼
い
つ　

10
月
13
日
（
月
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
50
分

▼
ど
こ
で　

ア
ク
テ
ィ
米
沢
大
会

議
室

▼
内
容　

講
演
、
質
疑
応
答

▼
講
師　

佐
藤
曉
さ
ん
（
岡
山
大

学
教
育
学
部
教
授
）

▼
参
加
費　

３
０
０
０
円

▼
定
員　

１
０
０
人

■
問
い
合
わ
せ　

特
別
支
援
教
育

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
in
山
形
実
行
委
員

会
／
金
子
（
☎
０
８
０

－

６
０
０

８

－

６
７
５
２
）
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広告

�
尿
汲
�
取
�
料
金
�

改
定
�
�
�
�

　

平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら
、
し

尿
汲
み
取
り
料
金
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

　

下
水
道
の
普
及
な
ど
で
収
集
件

数
が
減
っ
た
こ
と
や
昨
今
の
燃
料

高
騰
に
伴
っ
て
、
収
集
コ
ス
ト
が

大
幅
に
上
が
っ
た
こ
と
、
近
隣
市

町
の
小
国
町
と
同
額
に
設
定
す
る

こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
、
変
更
す

る
も
の
で
す
。

【
改
定
前
】

　

10
㍑
当
た
り
「
92
円
」

　
　

←

【
改
定
後
】

　

10
㍑
当
た
り
「
１
１
８
円
」

※
汲
み
取
り
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
テ
ル
ス
株
式
会
社
（
☎
85

－

２

９
１
０
）
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
税
務
課
く

ら
し
・
環
境
推
進
係
（
☎
85

－

６

１
３
１
）

おしらせ

置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎
�

耐
震
改
修
工
事
�
行
�
�
�

　

山
形
県
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎

（
長
井
市
高
野
町
・
昭
和
56
年
築
）

に
お
い
て
、
防
災
拠
点
施
設
耐
震

改
修
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

工
事
期
間
は
、
今
年
９
月
中
旬

か
ら
平
成
21
年
３
月
10
日
ま
で
の

予
定
で
す
。
こ
の
間
、「
西
置
賜
総

務
課
」「
西
置
賜
税
務
課
」「
西
置
賜

用
地
課
」「
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
」

「
健
康
相
談
室
」
は
、
西
庁
舎
内

の
仮
事
務
室
に
移
動
し
ま
す
。

　

来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
は
、
大

変
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

西
庁
舎
総
務
課
総
務
係
（
☎
88

－

８
２
０
４
）

法
務
局
�
�
�
�
知
�
�

　

長
井
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
に
、

９
月
29
日
（
月
）
か
ら
法
務
局
が

発
行
す
る
証
明
書
の
交
付
窓
口
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
交
付
窓
口
で
取
り
扱
う
業
務

○
不
動
産
及
び
会
社
・
法
人
の
登

記
事
項
証
明
書

＊
地
図
及
び
各
種
図
面
な
ど
の
写

　

し
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

＊
会
社
・
法
人
の
登
記
事
項
証
明

　

書
請
求
に
は
、
印
鑑
カ
ー
ド
を

　

お
持
ち
い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。

○
会
社
･
法
人
の
代
表
者
事
項
証

明
書
及
び
印
鑑
証
明
書

＊
印
鑑
証
明
書
請
求
に
は
、
印
鑑

　

カ
ー
ド
及
び
代
表
者
の
生
年
月

　

日
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
利
用
時
間　

平
日
午
前
９
時
〜

昼
12
時
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
法
務

局
米
沢
支
局
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
４
８
）

お問い合わせ 業務課（Tel85-5233)

更なる業務拡大に向け躍進し続けています

平成20年8月
新工場完成

県
営
住
宅�
�
�
�
�
�
�
�
�
号
�

�
入
居
者
募
集

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙

７
２
５

－

１

▼
募
集
戸
数　

一
般
用
１
戸

▼
間
取
り　

８
＋
６
＋
６
＋
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃　

月
額
２
万
３
８
０
０
円

〜
５
万
２
２
０
０
円

▼
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、

入
居
す
る
世
帯
の
収
入
が
公
営
住

宅
法
の
基
準
以
下
で
、
県
営
住
宅

に
同
居
す
る
親
族
が
い
る
か
た

▼
入
居
時
期　

11
月
下
旬

▼
募
集
期
間　

10
月
１
日
（
水
）

〜
７
日
（
火
）

▼
申
込
受
付
場
所　

置
賜
総
合
支

庁
西
庁
舎
西
置
賜
建
設
総
務
課

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
す
ま
い

情
報
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２
）

第
�
回
町
民
�
�
�
�
�
�
�
�

�
大
会
参
加
者
募
集

▼
い
つ　

９
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　

昼
12
時
15
分
〜

＊
雨
天
決
行

▼
ど
こ
で　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
芝
生

・
野
球
場

▼
参
加
資
格　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
愛
好
者

▼
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
）

▼
参
加
費　

５
０
０
円（
当
日
持
参
）

▼
競
技
方
法　

個
人
戦
で
24
ホ
ー

ル
の
総
打
数
を
競
い
ま
す
。

▼
締
め
切
り　

９
月
21
日
（
日
）

▼
主
催　

白
鷹
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
／
木

村（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

５
９
１
８
）

�
�
�
�
�
�
�
健
康
�
�
�
�
�

　

ダ
ン
ベ
ラ
ー
ズ
改
め
サ
ー
ク
ル

「
ゆ
う
ゆ
う
」
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

を
１
カ
月
に
２
回
企
画
し
ま
し
た
。

一
緒
に
い
い
汗
流
し
ま
し
ょ
う
。

初
め
て
の
か
た
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
当
面
の
練
習
日
程　

９
月
22
日

（
月
）・
10
月
20
日（
月
）・
27
日（
月
）

▼
時
間　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時

30
分

▼
ど
こ
で　

東
根
地
区
公
民
館

▼
内
容　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

▼
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

花
輪
和

江
さ
ん
（
天
童
市
在
住
）

▼
参
加
費　

１
回
５
０
０
円

▼
持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
（
水
分
補
給
用
）

■
問
い
合
わ
せ　

海
老
名
（
健
康

募　集

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

内
／
☎
86

－

０
１
１
２
）

●
「
８
・
28
愛
知
県
集
中
豪
雨
災
害
義
援
金
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い�

日
本
赤
十
字
社
�
�
�
標
記
�
義
援
金
�
受
�
付
�
�
�
�
�
�
�
協
力
�
�
願
�
�
�
�
�
�
�

�
受
付
期
間�

10
月
�
日
�
木
�
�
��

�
受
付
場
所�

日
赤
白
鷹
町
分
区
�
健
康
福
祉
�
�
�
�
内
�
�
問
�
合
�
��

事
務
局
�
健
康
福
祉
課
福
祉
係
�
☎
86

�

�
�
�
�
�
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◆対象となるかたは…
　７月中旬に発送した納税通知書の「国民健康

　保険税各期納付額明細」の「特別徴収」の欄

　に税額が表示されているかたです。

　すでに年金特別徴収から口座振替へ変更する申出
書を提出されたかたは、年金からの特別徴収ではな
く、申し出いただいた口座からの引き去りになりま
す。その旨の通知は９月12日（金）に発送します。

口座振替へ変更を希望されるかた

　これまで国民健康保険税を滞納することなく納め
ていただいているかたで、これからの国民健康保険
税を、年金特別徴収から口座振替へ変更を希望され
るかたは、随時受け付けします。
※なお、受付時期により、国民健康保険税の特別徴

　収が停止する年金支払い月が異なることになりま

　すのでご了承願います。例えば、９月25日までに

　申し出いただいたかたは、12月の年金支給から変

　更となり、国民健康保険税は申し出いただいた口

　座からの引き去りになります。

町民税務課からのお知らせ

10月に支払われる年金から、
国民健康保険税の特別徴収（年金からの引き去り）が始まります

　

白
鷹
学
講
座
で
出
会
っ
た
小
松
伸
子
先
生
を
お
迎
え
し
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
今
年
は
「
み
ん
な
で
う
た
お
う
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
し
ま
す
。
小
松
先
生
の
テ
ン
ポ
の
良
い
ご
指
導
の
も
と
、

楽
し
い
手
遊
び
歌
や
次
世
代
に
伝
え
た
い
日
本
の
う
た
を
歌
い

ま
す
。
メ
ロ
デ
ィ
を
重
ね
、
す
て
き
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
生
ま
れ

た
と
き
の
心
地
よ
さ
を
一
緒
に
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

◆
参
加
料　

１
回
１
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

＊
お
茶
と
お
菓
子
を
用
意
し
ま
す
。

◆
服
装　

少
し
体
を
動
か
し
ま
す

の
で
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◆
締
め
切
り　

９
月
25
日
（
木
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

中
央
公

民
館
庶
務
係（
☎
85

－

６
１
４
３
）

白
鷹
学
講
座
企
画
委
員
会
Ｏ
Ｂ
会
・
中
央
公
民
館
共
催

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
参
加
者
募
集

住宅・土地統計調査に
ご協力ください

　10月１日、全国で住宅・土地統計調査
が行われます。
　この調査は、豊かな住生活を実現する
ための大切な調査です。全国の約350万
の世帯が対象となります。対象となった
世帯には、調査員が調査票を持ってお宅
にお伺いしますので、調査票への記入を
お願いします。
　なお、調査内容を統計の作成以外の目
的に使用することは一切ありません。
■問い合わせ
　総務政策課情報企画係（☎85－6121）

◆
い
つ　

９
月
29
日
（
月
）、10
月

６
日（
月
）、15
日（
水
）、20
日（
月
）

午
後
７
時
〜
９
時

＊
出
入
り
自
由
で
す
。
都
合
の
良

　

い
時
間
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

◆
講
師　

小
松
伸
子
さ
ん

◆
対
象　

お
お
む
ね
30
〜
40
代
の

か
た
（
先
着
30
人
）

社会保険料控除について

　後期高齢者医療保険料や国民健康保険税などの社
会保険料は、納付方法により所得税と町県民税の社
会保険料控除の取り扱いが異なります。
●保険料等を公的年金から特別徴収（年金引き去り）
　により納付する場合
　公的年金から特別徴収（年金引き去り）となる保
　険料は、年金受給者本人の社会保険料控除の対象
　となります。年金受給者本人以外の社会保険料控
　除とすることはできません。
●保険料を普通徴収（納付書等）により納付する場合
　納付書により保険料を支払った場合には、その支
　払者（生計を一にするものに限る）の社会保険料
　控除の対象となります。また、口座振替の場合は
　振替口座名義人の社会保険料控除となります。

★広報しらたか７月22号でお知らせしましたとおり、

　一定の要件を満たした場合に後期高齢者医療保険

　料の支払い方法も特別徴収から口座振替に変更で

　きます。

■問い合わせ　町民税務課
　【国民健康保険税・町県民税について】町　税　係（☎85－6132）
　【後 期 高 齢 者 医 療 に つ い て】国保医療係（☎85－6130）
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

十　王 梅津 秀　樹 朔
さく

　也
や

美　保

山　口 横澤 淳 玲
れ

　愛
あ

恵　美

荒砥乙 伊藤 利　史 創
そう

　史
し

恵　理

浅　立 中村 真 快
か

　生
い

茜

深　山 今 周　作 俊
しゅん

　人
と

志　津

荒砥甲 鈴木 幸　治 一
いっ

　世
せい

恵　美

佐野原 竹田 潤　樹 耀
よう

　生
せい

亜友美

萩　野 清野 圭　太 心
ここ

　絆
な

美沙希

畔　藤 紺野 悟　志 葵
き

　李
り

紀　子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（佐　藤　孝　弘　　荒砥乙
長　岡　佐　知　　荒砥乙

（衣　袋　智　也　　荒砥甲
伊　藤　祥　子　　山　口

（舩　山　裕　介　　畔　藤
須　藤　　彩　　　南陽市

 住所　　  氏　　名  　年齢
浅　立　鈴　木　よ　し　89
佐野原　竹　田　甚　榮　79
浅　立　平　吹　健　二　74
高　玉　今　野　　保　　83
高　玉　児　玉　さ　い　86
鮎　貝　植　木　　　ゑ　91
荒砥甲　漆　山　喜四郎　57
荒砥甲　髙　橋　　寛　　89
萩　野　海老名　たけよ　81
広　野　新　野　貞　三　81
荒砥甲　長谷川　光　雄　80
荒砥甲　土　谷　　勇　　94
畔　藤　齋　藤　新　　　76
荒砥乙　工　藤　　敏　　79
鮎　貝　赤　間　修　一　78
畔　藤　澁　谷　寛　三　76
荒砥甲　佐　竹　ま　つ　56
荒砥甲　佐　藤　榮　治　83
横田尻　新　野　三　郎　92
高　岡　安　部　よ　し　83

●8月1日 ▼8月31日

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　

山
形
市
で
の
町
村
会
の
会
議
が
終

わ
り
、
午
後
、
白
鷹
町
に
帰
る
途
中

の
こ
と
。
国
道
３
４
８
号
の
右
側
の

低
い
山
並
み
に
、
赤
松
の
木
々
と
そ

の
間
に
パ
レ
ス
松
風
が
見
え
隠
れ
し

て
い
た
。
赤
松
と
い
う
と
、
常
緑
針

葉
樹
で
日
本
各
地
ど
こ
で
も
、
よ
く

日
の
当
た
る
場
所
に
自
生
す
る
、
樹

皮
は
赤
褐
色
、
姿
は
す
ら
り
と
し
た

高
い
木
で
あ
る
。
青
い
空
と
白
い
雲

の
中
、
風
が
木
々
の
間
を
通
り
抜
け
、

緑
の
枝
を
揺
ら
す
と
き
、
人
び
と
の

心
に
自
然
の
爽そ

う
か
い快

さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

先
般
、
秋
田
県
の
元
矢
島
町
長
と
、

地
域
の
特
産
と
産
業
に
つ
い
て
話
し

合
う
機
会
が
あ
っ
た
。
鳥
海
山
麓
の

旧
矢
島
町
で
は
、
赤
松
の
幹
の
一
部

分
を
活
用
し
て
「
餅も

ち

」
を
つ
く
る
風

習
が
あ
り
、
特
に
、
正
月
に
は
で
き

た
餅
を
お
供
え
し
た
と
い
う
。
話
に

よ
る
と
、
赤
松
の
樹
皮
を
は
ぐ
と
白

い
木
肌
の
部
分
が
あ
る
。
そ
の
木
肌

を
は
ぎ
、
芯し

ん

を
除
き
湯
で
煮
る
。
煮

上
が
っ
た
も
の
を
た
た
い
て
柔
ら
か

く
し
、
団
子
状
に
し
て
餅
米
の
餅
と

混
ぜ
合
わ
せ
て
「
餅
」
を
つ
く
る
。

今
は
そ
の
よ
う
な
つ
く
り
方
は
な
く

な
っ
た
が
、
町
の
あ
る
農
家
の
か
た

が
、
こ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
従
来

の
つ
く
り
方
の
も
と
、
中
に
「
あ
ん
」

や
「
ず
ん
だ
ん
」
を
入
れ
て
新
商
品

「
松
皮
餅
の
ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
考
案
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
し
、
ヒ
ッ

ト
商
品
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
松

の
香
り
が
ほ
ん
の
り
と
し
、
お
い
し

い
と
の
こ
と
だ
。

　

ど
こ
に
で
も
あ
る
木
、
赤
松
の
話
。

我
が
白
鷹
町
で
は
、
か
つ
て
こ
の
よ

う
に
赤
松
の
活
用
を
し
て
い
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
と
興
味
を
持
っ
た
。

山
や
食
べ
物
に
詳
し
い
Ａ
氏
に
聞
い

て
み
た
。
Ａ
氏
は
記
憶
に
な
か
っ
た

が
、
知
人
の
Ｂ
氏
は
秋
田
と
全
く
同

じ
よ
う
に
赤
松
の
樹
木
を
活
用
し
た

「
餅
」
を
知
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。「
白
い
木
肌
を
煮
る
と
き
は
、

そ
の
芯
を
取
り
除
き
、
重じ

ゅ
う
そ
う曹

を
入
れ

て
煮
た
。
保
存
す
る
場
合
は
臼う

す

で
粉

に
し
て
お
き
、
餅
米
を
一
緒
に
炊
き
、

餅
を
つ
く
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
」

と
い
う
。

　

白
鷹
町
で
は
伝
説
と
な
っ
た
食
。

今
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
価
値
を
持

つ
か
は
わ
か
ら
な
い
。
秋
田
県
鳥
海

山
麓
と
白
鷹
町
の
地
域
で
、
長
い
歴

史
の
中
で
赤
松
と
い
う
、
自
然
に
存

す
る
小
さ
な
素
材
を
も
と
に
し
て
、

自
分
自
身
が
知
り
得
な
か
っ
た
「
食

に
つ
い
て
」
完
全
に
一
致
点
が
あ
っ

た
こ
と
を
識し

っ
た
こ
と
は
、
う
れ
し

い
。

　

つ
く
ら
れ
た
由
来
は
何
な
の
か
。

調
べ
て
み
る
と
、
松
は
長
寿
を
表
し
、

緑
色
は
め
で
た
さ

4

4

4

4

を
表
す
た
め
、
祝

い
事
で
用
い
ら
れ
る
と
い
う
。
ひ
な

祭
り
に
は
３
色
の
ひ
し
餅
（
白
餅
、

よ
も
ぎ
餅
、
松ま

つ
か
わ皮

餅
）
と
し
て
つ
く

ら
れ
た
と
あ
っ
た
。
ま
た
一
方
で
、

江
戸
時
代
に
何
も
食
べ
る
も
の
が
無

く
、
松
の
皮
を
は
い
で
食
べ
た
の
が

始
ま
り
と
い
う
説
も
あ
る
。
餅
の
中

に
入
れ
た
の
は
、
そ
の
飢き

饉き
ん

の
苦
し

さ
を
忘
れ
な
い
た
め
、
行
事
の
た
び

に
松
皮
入
り
の
餅
を
食
べ
、
記
憶
に

と
ど
め
た
と
い
う
こ
と
。

　

さ
ら
に
、
研
究
に
よ
っ
て
松
の
皮

の
成
分
が
健
康
に
良
い
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
先
人
た
ち
は
そ

の
こ
と
を
経
験
的
に
知
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

人
び
と
の
糧
と
し
て
、
祈
り
と
し

て
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
文
化
。

そ
れ
が
別
の
地
域
で
伝
え
ら
れ
て
き

た
。
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

　

今
日
も
大
平
山
に
は
、
赤
松
が
涼

風
に
揺
れ
て
い
る
。
そ
の
上
に
は
突

き
抜
け
る
ほ
ど
の
青
い
空
。
秋
の
訪

れ
を
感
じ
る
。
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